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昭
和
11
年
３
月　

筑
紫
洋
裁
女
学
院
を
創
立
。

昭
和
18
年
11
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
創
立
。
理
事
長
、
校
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
を
財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
に
改
称
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
３
月　

専
門
学
校
令
に
よ
る
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
22
年
４
月　

学
制
改
革
に
よ
り
東
筑
紫
技
芸
女
学
校
が
東
筑
紫
女
子
中
学
校
と
な
る
。

昭
和
23
年
３
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
設
置
し
、
校
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
25
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
設
立
、
被
服
科
設
置
、
学
長
に
友
枝
高
彦
就
任
。

昭
和
25
年
８
月　

理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
３
月　

財
団
法
人
東
筑
紫
学
園
を
改
め
学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
と
す
る
。
理
事
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
26
年
４
月　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
設
置
。

昭
和
26
年
９
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
開
学
に
よ
り
東
筑
紫
女
子
専
門
学
校
を
発
展
的
に
廃
止
。

昭
和
27
年
11
月　

初
代
学
長
友
枝
高
彦
辞
任
し
、
後
任
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
29
年
４
月　

短
期
大
学
に
保
育
科
増
設
。

昭
和
31
年
11
月　

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
33
年
３
月　

講
堂
完
成
。

昭
和
33
年
４
月　

短
期
大
学
に
栄
養
科
増
設
。

昭
和
38
年
４
月　

東
筑
紫
高
等
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
女
子
中
学
校
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
に
、

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
幼
稚
園
を
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

昭
和
38
年
５
月　

体
育
館
完
成
。

昭
和
41
年
４
月　

短
期
大
学
栄
養
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
。

昭
和
41
年
４
月　

一
号
館
完
成
。

昭
和
41
年
５
月　

創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
44
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
被
服
専
攻
と
服
飾
美
術
専
攻
に
専
攻
分
離
。

昭
和
46
年
４
月　

学
長
宇
城
信
五
郎
辞
任
し
、
理
事
長
専
任
と
な
る
。
学
長
に
根
津
菊
次
郎
就
任
。

昭
和
49
年
６
月　

学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

八
十
九
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性

Contents
学校法人 東筑紫学園
02 九州栄養福祉大学
 新学部・こども教育学部、
 食物栄養学部内新学科・食環境データサイエンス学科、
 令和７年（2025年）設置について（設置認可申請中）

　　　　学校法人 東筑紫学園 理事長
　　　九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 学長　室井廣一

九州栄養福祉大学
食物栄養学部
06 杉元康志 学長補佐
 　　　　 大学院・健康科学研究科長
07 渡邉啓一 学部長
08 食物栄養学科　安倍ちか 学科長
09 食物栄養学科　卒業生の声
10 学生活動紹介（地域連携・社会貢献活動）
11 令和５年度 食物栄養学部就職状況報告

リハビリテーション学部
12 髙橋精一郎 学長補佐
13 石橋敏郎 学部長
14 理学療法学科　廣滋恵一 学科長
15 理学療法学科　卒業生の声
16 作業療法学科　四元孝道 学科長
17 作業療法学科　卒業生の声
 作業療法の活躍の場紹介
18 学生活動紹介（地域連携・社会貢献活動）
19 令和５年度 リハビリテーション学部就職状況報告

東筑紫短期大学
20 保育学科　寺本普見子 学科長
21 保育学科　卒業生の声
22 食物栄養学科　土谷政代 学科長
23 食物栄養学科　卒業生の声
24 専攻科　寺本普見子 科長
25 専攻科　卒業生の声
26 学生活動紹介（地域連携・社会貢献活動）
27 学園交流・地域交流
28 令和５年度 東筑紫短期大学就職状況報告

その他　案内・報告等
30 地域連携活動報告
31 国際理解研修レポート
34 令和５年度 シニアカレッジ開催報告
35 令和５年度 研究紀要
36 日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内
 北九州市民カレッジ
37 サークルレポート
38 職員だより
39 北九州ゆめみらいワーク2023 参加報告
40 令和７年度入試日程・オープンキャンパス案内
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３
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学
長
に
宇
城
信
五
郎
就
任
。

昭
和
51
年
４
月　

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
鉄
筋
４
階
建
記
念
図
書
館
完
成
。

昭
和
55
年
３
月　

学
友
会
館
完
成
。

昭
和
55
年
６
月　

学
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
56
年
１
月　

三
号
館
完
成
。

昭
和
56
年
５
月　

創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
57
年
１
月　

学
園
創
立
者
・
理
事
長
宇
城
信
五
郎
死
去
。

昭
和
57
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
カ
子
就
任
。

昭
和
60
年
９
月　

宇
城
記
念
館
完
成
。

昭
和
61
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
中
学
校
を
東
筑
紫
学
園
中
学
校
に
名
称
変
更
。

昭
和
61
年
11
月　

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
元
年
４
月　

短
期
大
学
被
服
科
を
生
活
文
化
学
科
に
、
保
育
科
を
保
育
学
科
に
、

　
　
　
　
　
　
　

食
物
栄
養
科
を
食
物
栄
養
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　

東
筑
紫
学
園
中
学
校
を
照
曜
館
中
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
２
年
４
月　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。

平
成
３
年
11
月　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
４
年
４
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
を
東
筑
紫
学
園
高
等
学
校
に
名
称
変
更
。

平
成
８
年
10
月　

創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
10
年
10
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
、
東
筑
紫
短
期
大
学
専
攻
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
13
年
２
月　

二
号
館
完
成
。

平
成
13
年
２
月　

理
事
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
九
州
栄
養
福
祉
大
学
設
立
、
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄
養
学
科
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

学
長
に
宇
城
照
燿
就
任
。
東
筑
紫
短
期
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
14
年
４
月　

短
期
大
学
に
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）設
置
。

平
成
15
年
12
月　

学
園
創
立
者
宇
城
カ
子
死
去
。

平
成
16
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
学
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
継
承
・
開
学
。
学
校
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
17
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
設
立
。（
食
物
栄
養
学
研
究
科　

食
物
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程
）

平
成
18
年
４
月　

短
期
大
学
に
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
設
置
。

平
成
18
年
12
月　

創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
19
年
４
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
を
四
年
制
専
門
学
校
高
度
専
門
士
課
程
に
変
更
。

平
成
21
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
23
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学
科
を
設
置
。

平
成
24
年
４
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
・
健
康
科
学
研
究
科
に
名
称
変
更
。

平
成
26
年
３
月　

専
門
学
校
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
閉
校
。

平
成
27
年
２
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
27
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
館
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

平
成
28
年
４
月　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地
記
念
館
・
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校
記
念
館
設
立
。

平
成
29
年
３
月　

認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
舎
完
成
。

平
成
29
年
４
月　

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
を
開
設
。

平
成
29
年
10
月　

学
園
創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

平
成
30
年
12
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
学
生
食
堂
・
団
体
給
食
実
習
室
棟
完
成
。

平
成
31
年
３
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
・
東
筑
紫
短
期
大
学
講
堂
兼
体
育
館
完
成
。

令
和
３
年
３
月　

東
筑
紫
短
期
大
学
美
容
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
廃
止
。

令
和
４
年
４
月　

学
校
法
人
東
筑
紫
学
園
理
事
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

令
和
５
年
５
月　

九
州
栄
養
福
祉
大
学
新
学
部
・
新
学
科
設
置
準
備
室
発
足
。
設
置
準
備
室
長
に
室
井
廣
一
就
任
。

東
筑
紫
学
園
沿
革

八
十
九
年
の
あ
ゆ
み

東筑紫学園　建学の精神

勇気・親和・愛・知性
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室　井　廣　一
MUROI HIROICHI

新学部・新学科設置準備室　室      長
学 校 法 人 東 筑 紫 学 園 理 事 長
九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学 学長

令
和
6
年
4
月
8
日
付
で
上
記
の
新

学
部
・
新
学
科
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
認
可
申
請
中
と
し

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

新
設
の
こ
ど
も
教
育
学
部

こ
ど
も
教
育
学
科
に
つ
い
て

我
々
は
北
九
州
の
中
心
の
エ
リ
ア
、
若

者
の
街
下
到
津
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
で
、
東

筑
紫
短
期
大
学
保
育
学
科
で
70
年
に
わ
た

り
幼
児
教
育
者
・
保
育
者
養
成
に
務
め
て

き
ま
し
た
。
卒
業
生
は
１
万
2
千
8
百
名

を
超
え
地
域
社
会
の
保
育
・
幼
児
教
育
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
こ
の
伝
統

を
持
つ
東
筑
紫
短
期
大
学
保
育
学
科
を
基

盤
と
し
て
、
男
女
共
学
の
こ
ど
も
教
育
学

部
・
こ
ど
も
教
育
学
科
を
開
設
し
ま
す
。

そ
こ
で
は
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状
や
保

育
士
資
格
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
校
の
教

員
免
許
、
さ
ら
に
特
別
支
援
学
校
教
諭
の

免
許
状
も
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
小
学
校
児
童
そ

し
て
特
別
支
援
の
分
野
ま
で
を
包
括
す
る

教
育
的
視
野
を
持
っ
た
人
材
を
養
成
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
ま

で
の
短
期
大
学
と
四
年
制
大
学
の
両
体
制

で
、
直
面
す
る
様
々
な
教
育
課
題
に
対
応

し
教
育
の
高
度
化
多
様
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
又
、
短

期
大
学
保
育
学
科
の
四
年
制
本
学
部
へ
の

「
３
年
編
入
」
制
度
や
卒
業
生
の
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
す
ぐ
学
園
創
立
90
年
に
な
り
ま
す

が
、
い
よ
い
よ
本
学
園
の
建
学
の
精
神
・

筑
紫
の
心
・
四
つ
の
心
に
基
づ
く
教
育
も
、

幼
児
教
育
・
保
育
か
ら
初
等
教
育
ま
で
結

ぶ
段
階
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
少
子
化
の
時
代
、
幼
児
教
育
と
小
学

校
教
育
の
結
び
目
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
学
部
が
そ
う
い

う
時
代
の
課
題
に
応
え
る
地
域
の
教
育
組

織
拠
点
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て

い
ま
す
。

教
育
施
設
・
設
備
面
で
は
、
一
号
館

（
地
下
一
階
地
上
六
階
・
一
部
七
階
）
を

全
面
改
装
し
て
こ
ど
も
教
育
学
部
と
短
期

大
学
保
育
学
科
が
使
用
、
更
に
隣
接
し
て

い
る
五
階
建
て
の
旧
学
生
寮
を
全
面
改
装

し
て
保
育
学
科
と
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
の
研
究
棟
に
す
る
計
画
で
す
。

尚
こ
の
研
究
棟
の
一
階
に
は
保
育
学
科
の

専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻
の
施
設
も
入
り
ま

す
。
本
学
の
「
教
育
理
念
・
四
つ
の
心
」

が
生
き
て
い
る
便
利
で
美
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
を
創
り
上
げ
る
つ
も
り
で
す
。

九
州
栄
養
福
祉
大
学

　

新
学
部
・こ
ど
も
教
育
学
部
こ
ど
も
教
育
学
科
、

　

食
物
栄
養
学
部
内
新
学
科
・
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

　

令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）設
置
に
つ
い
て　
（
文
部
科
学
省
へ
設
置
認
可
申
請
中
）
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新
設
の
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
と
そ
の
先
導
的
使
命

さ
て
来
年
は
も
う
一
つ
新
し
い
食
環

境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
も
設
置
認
可

申
請
中
で
す
。
こ
れ
は
食
物
栄
養
学
部
に

設
置
さ
れ
ま
す
。
今
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
に
関
わ
る

勉
強
を
す
る
学
科
に
な
り
ま
す
が
、
本
学

の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
特
色
は
、
食
と

環
境
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
結
ん
だ
文

字
通
り
の
、
食
環
境
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
方
向
性
の
学
科
が
で
き
る
の
は
全
国
で

も
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
の
方
に

似
た
学
科
が
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

少
し
本
学
と
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
異
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
あ
く

ま
で
も
食
環
境
や
食
の
流
通
過
程
に
関
す

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
処
理
で
き
る
人
間
を

育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
本

学
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
）
と
管
理
栄
養
士
の
養

成
大
学
な
の
で
こ
の
分
野
に
お
け
る
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
化
は
進
め
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
し
、
設
置
認
可
申
請
中
の
こ

ど
も
教
育
学
部
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

化
は
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
短
期
大
学
の
方
に
も
取
り
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

様
々
な
要
望
期
待
を
踏
ま
え
て
応
え
て
い

く
先
導
的
使
命
が
こ
の
学
科
に
は
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
各
学
科
で
も
そ
の
よ
う

な
講
義
・
演
習
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
も

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

設
立
に
助
力
し
て
く
れ
た
二
人
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン

し
か
し
今
は
来
年
に
向
か
っ
て
取
り
急

ぎ
こ
の
新
し
い
学
科
を
創
り
上
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ

る
第
四
次
産
業
革
命
時
代
の
最
新
知
識
を

教
育
研
究
す
る
専
門
家
は
本
学
の
先
生
方

だ
け
で
は
到
底
困
難
で
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
力
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
う

い
う
最
新
技
術
を
実
際
に
開
発
し
て
き
た

人
た
ち
の
助
力
や
連
携
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
幸
い
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
で
日
本
の

産
業
を
牽
引
し
て
き
た
株
式
会
社
安
川
電

機
の
元
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
最
高
技
術
責
任
者
・
熊

谷
彰
氏
が
定
年
退
職
さ
れ
、
北
九
州
に
住

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
本
学
の
設
置
準
備

室
顧
問
・
開
学
後
は
特
別
客
員
教
授
と
い

う
形
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
学
科
設
置
の
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
準
備

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
更
に
Ｉ
Ｔ
関

係
の
特
許
、
発
明
で
日
本
一
と
言
わ
れ
る

株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
（
東
証
プ
ラ
イ
ム

上
場
企
業
）
の
菅
谷
社
長
が
我
々
の
教
育

理
念
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
り
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
専
門
家
を
教
員
に
派
遣
し
て

く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
最
先
端
の
演
習
教

室
の
設
計
、
企
業
実
習
も
受
け
て
く
だ
さ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
開
学

後
は
特
別
客
員
教
授
に
就
任
し
て
く
だ
さ

る
と
の
こ
と
で
、
我
々
の
新
学
科
構
想
は

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
菅
谷
社
長
は
一

部
の
人
か
ら
は
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
と
も
言

わ
れ
独
特
の
経
営
哲
学
を
備
え
た
ま
だ
40

歳
代
の
新
進
気
鋭
の
人
で
す
。
特
に
、
あ

ま
り
目
前
の
利
益
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
な
、
我
が
国
の
食
の
安
全
保
障
、
即
ち
、

「
日
本
の
農
業
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
大
難
問（
ア
ポ
リ
ア
）」に
「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
と
い
う
視
点
か
ら
相
当
の
情
熱

を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
雰

囲
気
も
社
長
と
い
う
よ
り
、
第
四
次
産
業

革
命
時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
で
も
い
う
べ

き
印
象
で
す
。
佐
賀
大
学
農
学
部
出
身
で

お
そ
ら
く
日
本
の
農
業
問
題
へ
の
強
烈
な

関
心
か
ら
、
大
学
の
実
習
農
園
で
種
蒔
き

祭
や
収
穫
祭
を
行
い「
食
の
番
人
」を
養
成

す
る
と
い
う
教
育
理
念
を
持
っ
た
九
州
栄

養
福
祉
大
学
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

〔 特別客員教授就任予定 〕

日本のIT分野・特許資産個人ランキングNo.1
株式会社オプティム （東証プライム企業）
代表取締役社長

菅 谷  俊 二 氏

元株式会社安川電機CTO
（取締役常務執行役員
技術開発本部長）

新学部・学科設置準備室  顧問

熊 谷    彰 氏
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食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
設
置

に
賛
同
し
企
業
実
習
や
共
同
研
究
・
地

域
振
興
の
た
め
の
地
域
連
携
活
動
に
協

力
提
携
し
て
く
れ
た
約
20
の
地
元
北
九

州
地
域
を
中
心
と
し
た
食
産
業
・
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
及
び
団
体

我
々
の
こ
の
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
構
想
に
は
更
に
又
、
地
元
北
九
州

地
域
を
中
心
と
し
た
約
20
の
食
産
業
・
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
及
び
団
体
が
賛
同
し
学
生
の

企
業
実
習
や
講
師
派
遣
、
共
同
研
究
並
び

に
地
域
貢
献
の
た
め
に
連
携
協
定
を
結
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
我
々
の
新
学
科
・
食
環

境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は
強
い
現
実

構
成
力
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
賛
同
し
て

く
れ
た
企
業
の
皆
様
や
地
域
団
体
の
皆
様

と
交
流
す
る
「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」
は

一
号
館
一
階
に
設
立
し
ま
す
。
企
業
実
習

等
も
本
学
で
可
能
な
限
り
で
き
る
よ
う
小

倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館
の
設
備
改
装

を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
今
担
当
し
て
い
る
教
授
か

ら
聞
き
ま
す
と
説
明
会
な
ど
し
な
く
て
も

こ
こ
を
案
内
し
て
設
備
を
見
て
い
た
だ
く

だ
け
で
も
説
得
力
の
あ
る
も
の
を
造
り
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
よ
ほ
ど
最
新
の
設

備
を
造
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。（
本
学
科
設
立
に
は
学
位
授
与

機
構
か
ら
約
4
億
円
の
助
成
金
の
交
付
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

九
州
栄
養
福
祉
大
学

「KIDS LABO
.

」の
設
立
に
つ
い
て

尚
こ
の
他
に
更
に
本
学
前
の
四
つ
角
、

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
を
500
ｍ
ほ
ど
行
く
と
大
き

な
交
差
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
交
差
点
に

あ
る
福
岡
銀
行
南
小
倉
支
店
の
跡
地
を
お

譲
り
い
た
だ
き
、
こ
の
学
科
の
付
設
ラ
ボ

ラ
ト
リ
ー
設
立
も
準
備
中
で
す
。
南
小
倉

駅
か
ら
徒
歩
6
～
7
分
の
と
こ
ろ
で
、
東

筑
紫
学
園
中
高
部
入
り
口
の
交
差
点
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
あ
の
場
所
は
四
つ
角
と

い
う
よ
り
も
六
つ
か
七
つ
の
道
が
交
差
し

て
い
て
概
ね
七
差
路
に
な
っ
て
お
り
、
英

語
で
言
う
と
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（cross 

road

）
と
い
う
よ
り
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（junction

）
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
本
学
の
下
到
津
交

差
点
か
ら
大
体
500
ｍ
ほ
ど
あ
る
通
り
が
私

は
仮
称
「
ス
ク
ー
ル
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
に

な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

こ
の
清
水
交
差
点
か
ら
戸
畑
区
ま
で
は
幼

児
教
育
施
設
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
、
大
学
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

九
州
栄
養
福
祉
大
学
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー（Kyushu nutrition 

and welfare university AI Innovation 
and D

ata Science Lab.

）を
略
し
た

「KIDS LABO
.（

キ
ッ
ズ
ラ
ボ
）」に
は
、

バ
ス
待
ち
や
電
車
待
ち
を
す
る
本
学
生
の

み
な
ら
ず
高
校
生
達
も
入
館
パ
ス（
無
料
配

布
）を
持
っ
て
い
る
人
は
誰
で
も
入
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。無
論
そ
こ

に
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
最
新
機
器
を

備
え
た
学
び
場
を
作
る
つ
も
り
で
す
。高
校

生
で
も
大
学
生
で
も
そ
こ
で
勉
強
で
き
、デ

ジ
タ
ル
の
分
野
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学

べ
る
と
い
う
場
所
を
来
年
中
に
作
り
上
げ

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
デ

ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
仲
間
が
ま
た

か
な
り
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

第
四
次
産
業
革
命
時
代
の
担
い
手
・

デ
ジ
タ
ル
人
材
養
成
の
緊
急
性
と

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
・

非
対
称
性
の
危
険
性

今
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
正
に
第
四
次
産
業
革
命
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
が

要
請
さ
れ
ま
す
。
一
昔
前
は「
読
み
、書
き
、そ

ろ
ば
ん
」「
縫
う
、織
る
、染
め
る
」が
人
生
を
生

き
る
大
き
な
技
術
で
し
た
が
今
は
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
を
修
得
し
大
量
の
デ
ー
タ
を
解

読
し
世
界
と
交
流
し
て
い
か
な
い
と
「
情
報

の
非
対
称
性
」
つ
ま
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ッ
プ
に
陥
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞（
令
和
６
年
5
月
24
日
）

は
一
面
ト
ッ
プ
に
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
10
万
人

育
成
」
を
掲
げ
、
岸
田
首
相
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
共
同
し
て
今
後
５
年
間
で
10
万
人
の

高
度
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
と
表
明

し
ま
し
た
。
同
じ
く
同
紙
６
月
９
日
で
は
日

立
製
作
所
が
２
０
２
７
年
を
め
ど
に
Ａ
Ｉ
人

材
を
5
万
人
育
て
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
又
、
皆
さ
ん
の
耳
に
も
入
っ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
い
う
半
導

体
の
大
工
場
が
九
州
の
真
ん
中
の
熊
本
に
で

き
て
い
ま
す
。
３
４
０
０
人
ほ
ど
の
雇
用
が

必
要
と
い
う
の
は
そ
の
会
社
だ
け
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
取
り
巻
く
関
係
団
体
を
入
れ

た
ら
ば
お
そ
ら
く
相
当
の
数
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

が
今
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

私
達
の
地
元
北
九
州
市
で
は
同
じ
く
日
経
新

聞
（
６
月
22
日
）
に
よ
れ
ば
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

Ａ
Ｉ
活
用
の
人
工
頭
脳
を
活
用
し
た
（
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
、
雇
用
規

模
を
３
５
０
人
に
拡
大
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
北
九
州
市
は
も
と
も
と
国
際
都
市

と
し
て
我
が
国
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た

地
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
こ
れ
か
ら

も
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
中
核
都
市
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

我
々
の
企
画
構
想
す
る
学
科
は
必
ず
時
代
が

要
請
す
る
人
材
養
成
の
拠
点
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

新
設
学
部
・
学
科
と

90
周
年
か
ら
100
周
年
に
向
か
う

東
筑
紫
学
園
の
建
学
の
精
神

さ
て
、
本
学
は
も
う
10
数
年
で
100
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
約
90
年
の
学
園

史
で
一
貫
し
て
建
学
の
精
神
「
筑
紫
の

心
」
・
四
つ
の
心
、
四
つ
の
生
命
力
の
大

切
さ
を
伝
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
四

つ
の
心
・
四
つ
の
生
命
力
の
均
衡
の
重
要

性
を
語
っ
て
き
ま
し
た
。
四
つ
の
心
と
は
、

「
勇
気
、
親
和
、
愛
、
知
性
」
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
ど
も

教
育
学
部
で
も
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
で
も
同
じ
く
重
要
な
こ
と
で
す
。

後
者
の
新
学
科
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学校法人  東筑紫学園
Educational Corporation of Higashi-Chikushi Gakuen
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―新学部新学科開設予定―（※設置認可申請中）

こども教育学部  こども教育学科
食物栄養学部  食環境データサイエンス学科

〔HP に特設ページ掲載中〕

学校法人 東筑紫学園 Educational Corporation of Higashi-Chikushi Gakuen

の
新
技
術
を
修
得
す
る
「
知
性
」
と
そ
れ

ら
を
通
し
て
世
界
の
人
と
つ
な
が
る
「
親

和
力
」
の
発
動
が
大
切
で
す
が
、
そ
れ
ら

を
本
当
に
発
動
し
続
け
る
に
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
や
り
続
け
る
主
体
的
勇
気
が
持

続
的
に
発
動
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
そ
う
い
う
学
び

が
で
き
る
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
両
親
・

祖
父
母
、
そ
し
て
指
導
し
て
く
れ
る
先
生

方
、
教
材
、
教
室
に
迄
感
謝
と
愛
の
心
を

発
動
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
四
つ
の
心
が
重
要
な
の
で
す
。
4
分
の

1
や
4
分
の
2
の
部
分
的
生
命
力
・
親
和

力
や
知
性
だ
け
で
は
本
当
の
学
び
と
人
格

の
形
成
に
は
行
き
着
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
が
氾
濫
し
何
が
本
物
か
が
判
別
し
が

た
い
時
代
、
特
に
本
学
が
提
起
し
て
き
た

四
つ
の
心
の
成
長
と
調
和
を
修
得
し
「
四

つ
の
心
・
全
き
心
」
で
最
終
的
に
は
分
析

判
断
す
る
と
い
う
決
断
姿
勢
が
必
要
な
の

で
す
。
こ
ど
も
教
育
学
部
に
進
ま
れ
将
来

教
職
に
就
く
と
い
う
よ
う
な
人
は
特
に
本

学
の
教
育
理
念
・
四
つ
の
心
を
修
得
し
本

物
の
こ
ど
も
教
育
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
四
つ
の
心
を
持
っ
た
教
育
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
学
の

提
起
し
た
教
育
理
念
は
ど
の
分
野
に
進
ま

れ
る
人
に
と
っ
て
も
基
本
的
に
重
要
な
こ

と
な
の
で
あ
り
ま
す
。
専
門
的
教
科
教
育

と
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
が

「
教
育
過
程
」
の
中
で
結
び
あ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
本
学
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

（『
拓
く
』本
年
号
・
41
号
に
掲
載
し
た
本
論
文

は
、こ
の
第
２
版
で
は
若
干
の
加
筆
訂
正
を

加
え
て
お
り
ま
す
。令
和
６
年
６
月
26
日
）
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大
学
の
役
割
や
環
境
は
、大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。少
子
化
に
よ
る
止
ま
ら
な
い
18
歳
人
口
の
減
少
が

大
学
に
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
転
換
は
高
度
人
材
養
成
を
担
う
大

学
に
と
っ
て
教
育
体
制
・
内
容
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
は
教
員
や
学
生
に
向
け
て
、最
近
の
大

学
を
取
り
巻
く
状
勢
や
将
来
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、最
近
の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
る

上
で
注
目
す
べ
き
点
は
、著
し
い
技
術
革
新
と
社
会
の

変
化
で
す
。人
工
知
能
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、教
育
の
形
態
や
学
び
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
生
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
遠
隔
教
育
の
普
及
に
よ
り
、学
生
は
よ
り
柔
軟

な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。多様

化
や
グ
ロ
ー
バル
化
す
る
社
会
状
況
に
お
い
て

大
学
の
役
割
も
変
化
し
、社
会
と
の
連
携
が
重
要
視

さ
れ
、如
何
に
社
会
に
根
ざ
し
た
大
学
を
創
成
す
る

か
が
課
題
で
す
。本
学
で
は
昨
年
度
に
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、本
学
が
永
年
培
っ
た
実
践
教
育
の
強

み
を
活
か
し
て
、北
九
州
市
を
は
じ
め
そ
の
周
辺
の
地

域
と
連
携
し
て
学
生
を
交
え
て
活
動
を
組
織
的
に
開

九
州
栄
養
福
祉
大
学
大
学
院
健
康
科

学
研
究
科
長
と
し
て
、教
員
や
学
生
に
向

け
て
、最
近
の
大
学
院
を
取
り
巻
く
状
勢

や
大
学
院
生
の
将
来
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、最
近
の
大
学
院
を
取
り
巻
く
状

勢
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
は
、変

貌
す
る
社
会
と
国
際
化
に
対
応
す
る
態

勢
で
す
。研
究
分
野
は
ま
す
ま
す
多
様
化

し
、異
な
る
学
問
領
域
や
専
門
分
野
が
交

差
し
合
っ
て
お
り
、な
か
な
か
単
独
で
は
新

た
な
知
見
を
生
み
出
し
て
行
く
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
国
力
の
低

下
に
伴
い
、研
究
力
も
落
ち
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。大
学
院
へ
の
進
学
率
も

頭
打
ち
に
な
っ
て
お
り
、本
学
大
学
院
も

定
員
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

大
学
院
生
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
に
は
、キ
ャ
リ
ア
の
多
様
化
と
社
会
貢

献
の
重
要
性
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。本
学
大

学
院
生
は
管
理
栄
養
士
、理
学
療
法
士

あ
る
い
は
作
業
療
法
士
い
う
実
務
資
格

を
有
し
て
お
り
、修
了
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
資

格
を
活
か
し
て
、高
度
な
専
門
知
識
だ
け

で
な
く
、高
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
学
大
学
院
の
健
康
科
学
研
究
科
で

は
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
臨
床
栄
養
師

決
能
力
や
創
造
性
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。教
員
や
学
生
が
共
に
学
び
、研
究
を
進

め
る
こ
と
で
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

始
し
ま
し
た
。地
方
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、地
方

が
抱
え
る
諸
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
、提

案
・
実
践
型
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。お

互
い
に
共
通
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。社
会
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
役

割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
行
政
、教
育
機
関

お
よ
び
産
業
界
と
の
連
携
を
推
進
し
、地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
大
学
と
し
て
使
命
を
果
た
し

て
い
く
所
存
で
す
。

一
方
で
、大
学
の
財
政
や
経
営
状
況
も
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。赤
字
経
営
に
悩
む
私
立
大
学

も
年
々
増
え
、大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。少

子
化
に
よ
る
学
生
確
保
が
難
し
い
の
と
国
民
の
教
育

志
向
の
変
化
や
経
費
の
上
昇
が
大
き
な
要
因
と
推
察

さ
れ
ま
す
。教
育
・
研
究
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
が
大

学
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、教
育
態
勢

の
見
直
し
や
魅
力
あ
る
大
学
作
り
に
努
力
は
惜
し
め

ま
せ
ん
。本
学
も
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
大
学

と
し
て
来
年
度
に
は
新
学
部
と
し
て
こ
ど
も
教
育
学

部
こ
ど
も
教
育
学
科
と
食
物
栄
養
学
に
新
学
科
と
し

て
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
新
設
を
予
定

し
、そ
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。70
年
の
歴
史

と
実
績
を
持
つ
東
筑
紫
短
期
大
学
保
育
科
を
基
盤
に

し
て
、小
学
校
教
諭
、特
別
支
援
学
校
教
諭
や
幼
稚
園

教
諭
お
よ
び
保
育
士
資
格
が
取
得
で
き
る
こ
ど
も
教

育
学
科
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
特
筆
す
べ
き
学
科

と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
は
食
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
目
指
し

ま
す
。ト
ッ
プ
企
業
や
地
元
企
業
の
協
力
の
下
、充
実

し
た
教
育
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
の
養

成
に
加
え
、進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
食

物
栄
養
学
部
を
目
指
し
ま
す
。

大
学
は
単
な
る
知
識
の
伝
達
機
関
で
は
な
く
、社

会
の
変
革
を
担
う
存
在
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。問
題
解

の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
攻
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
養
成
施

設
の
教
員
資
格
を
有
さ
な
い
学
生
に
対
し

て
教
員
資
格
が
取
れ
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。社
会
人
で
も
安

心
し
て
2
年
間
教
育
・
研
究
が
出
来
る
よ

う
な
態
勢
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら

に
教
育
体
制
を
整
え
、よ
り
高
い
教
育
・

研
究
を
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。

大
学
院
生
の
増
加
を
図
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
手
立
て
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
現
状
分
析
を
行
い
、魅
了
あ
る
大

学
院
に
す
る
た
め
教
育
・
研
究
態
勢
の
整

備
は
勿
論
こ
と
、学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

大
学
院
修
了
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
大
学
院
は
、よ
り
高
い
ス
キ
ル
と
知

識
を
有
す
る
管
理
栄
養
士
や
理
学
療
法

士
お
よ
び
作
業
療
法
士
を
輩
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

や
教
育
者
、研
究
者
を
育
成
し
て
い
く
使

命
が
あ
り
ま
す
。教
員
や
学
生
が
共
に
学

び
、お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し
て
人
間
力
を

高
め
る
こ
と
で
、社
会
に
価
値
あ
る
成
果

を
生
み
出
し
、持
続
可
能
な
未
来
へ
の
貢

献
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。共
に
学
び
研

究
す
る
志
高
い
入
学
希
望
者
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、本
学
部
は
本
学
の
建
学

の
精
神
を
基
盤
に
社
会
の
要
請
に
応
え
な

が
ら
、教
育
・
研
究
の
質
を
向
上
さ
せ
、社

会
に
貢
献
す
る
存
在
と
し
て
成
長
し
続
け

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

最
近
の
大
学
を
取
り
巻
く
状
勢
と
本
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
学
大
学
院
の
状
勢
と
改
善
に
つ
い
て

杉　元　康　志
SUGIMOTO YASUSHI

食物栄養学部　学長補佐
大学院・健康科学研究科長
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令
和
6
年
4
月
よ
り
、
食
物
栄
養
学
部

の
学
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
渡
邉
で
ご

ざ
い
ま
す
。
来
年
度
、
本
学
部
に
「
食
環
境

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」
の
開
設
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
節
目
の
一
年
と
な

り
ま
す
。
す
べ
て
の
学
生
の
成
長
と
未
来
の

夢
の
実
現
に
向
け
て
、
法
人
・
教
職
員
の
皆

様
、
学
生
の
皆
様
、
保
護
者
様
、
卒
業
生
の

方
々
、
そ
し
て
連
携
協
力
し
て
く
だ
さ
る
地

域
社
会
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
不
行
き
届
き
の
点

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
学
部
は
、
平
成
13
年
4
月
に
建
学
の

精
神
「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」
を
基
に
、

食
を
通
し
て
福
祉
を
実
現
す
る
と
い
う
使
命

感
を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
た
め

に
開
学
し
ま
し
た
。
今
年
3
月
に
は
第
20
期

生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
総
勢
２
１
８
７
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
は

病
院
、
介
護
施
設
、
保
育
園
、
保
健
所
な
ど

で
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
ま
た
小
学
校
の
栄

養
教
諭
、
企
業
で
の
食
品
管
理
・
開
発
や
企

科
新
設
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
昨
今
の

第
4
次
産
業
革
命
と
称
さ
れ
る
革
新
的
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
を
背
景
に
、
様
々
な
領
域

で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
・
解
釈
す

る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
人
生
100
年
時
代
」
と
呼
ば
れ
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
単
に
長
生
き
す
る

だ
け
で
な
く
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

背
景
の
も
と
、
食
環
境
・
健
康
分
野
に
お
い

て
も
、
農
業
、
食
品
製
造
、
流
通
、
健
康
管

理
と
い
っ
た
各
段
階
で
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
を
用
い

て
分
析
し
、
科
学
的
合
理
性
に
基
づ
い
て
課

題
解
決
策
を
提
案
で
き
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
部

で
は
、
食
環
境
・
健
康
分
野
の
深
い
専
門
知

識
と
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
ス
キ
ル

を
合
わ
せ
持
つ
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
令
和
7
年
度
に
入
学
定
員
50

名
、
収
容
定
員
200
名
か
ら
な
る
「
食
環
境

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」
を
開
設
予
定
で

す
。
5
月
現
在
、
文
部
科
学
省
に
認
可
申
請

中
で
す
が
、
す
で
に
、
独
立
行
政
法
人
大
学

改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
か
ら
本
学
科
新

設
に
対
し
て
多
額
の
補
助
金
交
付
が
内
定
し

て
い
ま
す
。

本
学
科
の
教
育
上
の
特
色
は
、
本
学
の

食
環
境
と
健
康
分
野
に
お
け
る
教
育
研
究
実

績
を
基
に
、
日
本
を
代
表
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
企

業
で
あ
る
株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
（
菅
谷
俊

二
社
長
）
お
よ
び
10
社
以
上
の
地
元
企
業

と
協
力
連
携
し
、
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

画
の
職
に
就
い
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
自
ら
起
業
し
て
活
躍
し
て
い

る
方
々
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
卒

業
生
た
ち
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ

り
、
多
く
の
方
々
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
4
月
5
日
、
コ
ロ
ナ
禍

後
、
久
し
ぶ
り
に
新
入
学
生
、
編

入
学
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護

者
の
方
々
も
一
緒
に
入
学
式
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
元
気
な
笑
顔

の
新
入
生
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
大
変
嬉
し
く

思
う
と
共
に
、
私
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
入
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
本
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
建
学
の
精
神
「
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
」
に
学
び
、
「
勇
気
」
を
も
っ
て
、

人
と
違
っ
て
よ
い
の
で
自
分
ら
し
い
管
理
栄

養
士
と
し
て
の
目
標
を
立
て
、
「
親
和
」
で

は
、
同
級
生
や
先
輩
・
後
輩
、
先
生
方
や
職

員
の
方
々
と
話
し
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
学
生
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
関
係
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯

の
宝
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
「
愛
」
で

は
、
保
護
者
の
方
々
や
周
り
の
人
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
し
て
「
知
性
」
で
は
、

し
っ
か
り
と
管
理
栄
養
士
と
し
て
の
勉
学

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
学
生
が
こ
の
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ

ス
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
、
高
い
志

を
持
っ
た
管
理
栄
養
士
と
し
て
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
に
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

食
物
栄
養
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

 
― 

す
べ
て
の
学
生
の
成
長
と
未
来
の
夢
の
実
現
に
向
け
て 

―

渡　邉　啓　一
WATANABE KEIICHI

食物栄養学部長

ス
の
基
礎
か
ら
社
会
実
装
ま
で
の
能
力
を
養

う
体
系
的
教
育
組
織
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
と

産
学
連
携
協
定
を
締
結
し
、
実
習
の
受
入
の

み
な
ら
ず
、
具
体
的
な
社
会
課
題
解
決
の

た
め
の
共
同
研
究
、
基
幹
教
員
や
非
常
勤

講
師
派
遣
な
ど
、
強
固
な
連
携
体
制
を
構
築

し
、
就
職
に
も
繋
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
本

学
科
棟
と
な
る
小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号

館
（
6
階
建
て
）
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
型
授
業
を
実
現
す
る
た
め
の
最
新
の

機
器
・
備
品
等
を
備
え
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
講

義
や
高
速
通
信
に
よ
る
遠
隔
講
義
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
科
棟
に
は
、
企
業
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
、
学
内
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
学
生
に
よ
る
ア
ル
バ

イ
ト
を
可
能
と
す
る
点
も
新
し
い
教
育
形
態

と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
本
学
科
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
大
学
教
育
を
リ
ー
ド
す

る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
的
存
在
に
な
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
九
州
栄
養
福
祉
大
学
と
東

筑
紫
短
期
大
学
で
は
、
食
物
栄
養
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
保
育
、
そ
し
て
介
護
の
分

野
で
、
学
部
学
科
の
枠
を
越
え
た
学
内
連
携

に
よ
る
教
育
研
究
が
行
わ
れ
、
地
域
社
会
を

支
え
る
多
数
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
本
学
科
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ

る
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
人
々
が
健
康
的
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

社
会
に
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
を

輩
出
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
的
環
境
と
言
え

ま
す
。
新
学
科
に
お
け
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
が
、
全
学
の
他
学
科
と
相
乗
効
果
を

生
ん
で
、
大
学
・
短
大
の
す
べ
て
の
学
生
の

成
長
と
未
来
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
で

き
る
こ
と
を
願
い
、
私
の
学
部
長
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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北九州市表彰『未来をつくる若者功労賞』を受賞しました!

本
学
科
で
は
、本
学
の
建
学
の
精
神
で

あ
る
筑
紫
の
心「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」

の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
を
育
む
こ
と
を

基
盤
と
し
、「
食
」を
通
し
て
人
々
の
健
康

を
支
え
、生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）や
生
活
・

人
生
の
快
適
さ（
Ａ
Ｏ
Ｌ
）の
向
上
を
目
指

し
、福
祉
に
貢
献
で
き
る
管
理
栄
養
士
の

育
成
に
務
め
て
お
り
ま
す
。管
理
栄
養
士

は
、食
や
栄
養
の
面
か
ら
健
康
の
維
持
・

増
進
と
疾
病
の
予
防
・
治
療
等
を
推
進
す

る
専
門
家
と
し
て
、病
院
・
福
祉
施
設
・
学

校
・
行
政
・
企
業
な
ど
に
従
事
し
た
り
、ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
栄
養
管
理
や
食
事
管
理

を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
非
常
に
幅
広
い

フ
ィ
ー
ル
ド
と
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、日
本
で
は
65
歳
以
上
の
人
口
が

総
人
口
の
29.1
％
と
過
去
最
高
と
な
っ
て

お
り
、増
加
す
る
高
齢
人
口
の
問
題
に
対

さ
ら
に
両
学
部
の
基
本
的
教
育
目
標
の

共
通
認
識
・
共
有
化
を
図
り
、連
携
し
た

教
育
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、本
学
は
、地
域
に
根
差
し
た

大
学
と
し
て
、北
九
州
市
や
地
元
企
業
、

高
校
等
と
連
携
し
た
学
生
主
体
の
社
会

貢
献
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
せ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
取
組
や
交
流
を
通
し
て

筑
紫
の
心
が
発
揮
さ
れ
、互
い
の
親
睦
を

深
め
た
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高

め
た
り
す
る
貴
重
な
体
験
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。以
上
の
こ
と
か
ら
、学
内
外

の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
社
会
の
変
化
や

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、社
会
的
課
題
に
適
切
に

対
応
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
管
理
栄
養

士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

応
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。超
高
齢
社
会
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、少
子

化
に
よ
る
若
年
人
口
の
減
少
と

「
人
生
100
年
時
代
」と
い
わ
れ

る
ほ
ど
平
均
寿
命
が
延
び
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
と
の
差
を
ど
う

縮
め
て
い
く
の
か
が
今
後
重
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。具
体
的

に
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
や
介
護
予
防

等
に
よ
り
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、人

生
100
歳
時
代
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
、そ

の
大
き
な
鍵
と
な
る
の
が「
食
と
栄
養
」と

い
え
ま
す
。国
か
ら
の「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン・
個
別
機
能
訓
練
、栄
養
、口
腔
の
実
施

及
び
一
体
的
取
組
に
つ
い
て
」で
は
、リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
個
別
機
能
訓
練
と
栄

養
管
理
の
連
携
し
た
一
体
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
、リ
ハ
ビ
リ
の
負
荷
や
活
動
量

に
応
じ
た
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
栄
養

素
の
調
整
や
筋
力
や
持
久
力
の
向
上
、日

常
生
活
動
作（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）の
維
持
・
改
善
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
自
立
支
援
や
重
度
化
予

防
の
効
果
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。本
学
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
発
祥
地
と

し
て
歴
史
の
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
が
南
区
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
、今
後
は
、

超
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
管
理
栄
養
士
に

安　倍　ち　か
ABE CHIKA

食物栄養学科長

第38回 管理栄養士国家試験
本学合格率

73.7%
70名合格／95名受験
全国合格率平均 49.3%

過去 5 年の平均合格率 88.6%

栄養教諭一種免許状取得
令和5年度卒 16名

地
域
や
企
業
と
連
携
し
て
、様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。北
九
州
の

響
灘
菜
園
で
は
、毎
年
100
ト
ン
の
ト
マ
ト

が
販
売
で
き
ず
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ト
マ
ト
を
北
九
州
市
の
大
学・企
業

と
連
携
し
、｢

ト
マ
ト
の
お
ん
が
え
し
カ

レ
ー｣

の
レ
シ
ピ
を
考
案
し
、売
り
上
げ

の
一
部
を
子
ど
も
食
堂
へ
寄
付
す
る
と

い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、今
年
か
ら
新

設
さ
れ
た
北
九
州
市
表
彰『
未
来
を
つ

く
る
若
者
功
労
賞
』を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
学
生
も「
学
生
時
代
に
、こ
の
よ

う
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」と
、テ
レ
ビ
局
取

材
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
し
っ
か
り
と
答

え
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
か
ら
は
、食
環
境
地
域

連
携
演
習
と
い
う
科
目
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、選
択
科
目
で
す
が
40
名
近
く
の
学
生

が
受
講
し
、食
に
関
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

食物栄養学科 Department of Food and Nutrition
食物栄養学部
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食物栄養学科 Department of Food and Nutrition
食物栄養学部

[Message] 卒業生の声

行政管理栄養士として
福岡県田川郡川崎町役場  勤務

福田 明音 さん
令和4年3月卒　　●佐賀県立鹿島高等学校出身

私は管理栄養士として川崎町役場に勤めています。主な業務内
容は、保健指導や栄養講話、食事に関するイベントなどです。現在、
川崎町の保健センターに勤務し、住民の方々に説明をしたり、食事
に関するイベントで献立を立て、ボランティアの方たちとお弁当を
作ったりと川崎町の皆さまのより良い健康のために仕事をしていま
す。

業務の中で特に力を入れているのは保健指導です。健康診査の
結果に基づき食事や生活習慣、運動についてお話します。１人１人
生活習慣や行動変容レベルが異なるため、住民の方々とコミュニ
ケーションをとりその人と一緒にできそうなことを考え、行動を変え
ることができるような保健指導を心がけています。住民の方 と々接す
る中で、「話を聞くことができてよかった」「ちょっと頑張ってみるね」
など感謝の言葉をいただいた時に、やりがいを感じます。

行政の管理栄養士は市町村で１人若しくは２人のことが多く、仕
事をする中でわからないことやほかの管理栄養士の意見を聞きた
い時は他の市町村に相談したりと協力しあって仕事を行っています。

大学生活は大変なこともたくさんあると思いますが、大学で学ん
だことは仕事をする中でたくさん生かすことができます。大学で出
会った友人との時間を大切に充実した学生生活を送ってください。

小学校栄養教諭として
小郡市立三国小学校  栄養教諭  勤務

園田 彩弥 さん
令和4年3月卒　　●鹿児島県樟南高等学校出身

幼い頃から食べることが好きで食に関わる管
理栄養士になりたいと思い、国家試験の合格率
の高い九州栄養福祉大学に進学しました。

大学で印象に残っている授業は調理学実習で
す。週に１回、自分たちで１から作り、切り方や調
理の仕方、味付け、盛り付け、料理の由来や背景
などたくさんのことを学びました。その学びは今
の献立作成や子どもたちへの指導につながって
います。

現在は、小学校で栄養教諭として、献立作成
や衛生管理などの給食管理と学級活動・教科
等の授業やアレルギー対応などをはじめとする
食に関する指導をおもに行っています。小学校には栄養教諭は１人しかいませんが、敷地内に給食室がある自
校式給食なので、先生方や子どもたち、調理員さん、生産者さんなどたくさんの方 と々関わりながら毎日の給食
を提供しています。自分が考えた月の献立が給食として出ているときや子どもたちが笑顔で「今日の給食おいし
かった！」と感想を教えてくれたときにとても大きなやりがいを感じます。

九州栄養福祉大学はクラス担任制なので、友達と目標に向かって一緒に頑張ったり、先生方に親身になって
サポートしていただいたり、とても充実した大学生活を過ごすことができました。夢に向かって頑張るみなさんを
応援してくれる大学です。
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九州栄養福祉大学

学生活動紹介

～北九州市産業経済局との連携～

「市場みらい塾料理教室」
地域の子どもたちに、スライドを使った食育の授業を行い、その後、一緒に

調理活動を行う市場みらい塾料理教室「地元野菜を使った料理教室」を展
開させています。（令和５年度は８月５・26日、9月９日の３回実施）

この社会貢献活動は、栄養教諭免許
取得をめざしている学生が毎年取り組
んでいます!

活動の目的
・食と健康についての講義や調理を通して子どもたちの食への興味関心を高める。
・身近な食材を使った調理実習をすることで、子どもたちの調理スキルの向上を図る。
・旬の食材や北九州市の地場産物等の良さについて理解を深めるとともに、北九州市の大切な食文化の継承を図る。

学生はこの食育事業に向け、事前に旬の食材や地場
産物を活用した調理実習のレシピを考案したり、食育
で活用する指導教材（プレゼン）を作成したりする過程
で、これまでの大学での学習の成果（食の専門性）を発
揮することができていました。
参加の子どもたちからは、「お姉さんたちと一緒で楽

しかった！」「おうちでも作りたい！」などたくさんの感想
をいただきました。
学生にとって大学での学び「栄養教育」を実践できる

よい機会となり、子どもたちへの指導のスキルも高めら
れる活動となっています。

＜地場産物や旬の食材を使った料理＞

とうもろこしご飯、夏野菜のキーマカレー、
季節のサラダ（キャロットドレッシング）、
フルーツ白玉

【農林水産Festival】
～北九州市委託事業 「ジビエ推進事業」（猪肉を使ったレシピの開発）～

日時：令和5年11月25日(土) ※準備24日(金)
場所：北九州市立総合農事センター
内容：普及啓発活動 及び 試食提供・レシピの配布

農林水産Festivalのメインイベントとして、小野ゼミ・坂尻ゼミ・SDGsサークル
の学生が、パワーポイントを使った猪肉についての説明や、猪肉を利用した商品開発
の試食用メンチカツ・肉みそを各400食ずつ調理し提供するなどの活動を行いました。

この活動は北九州市の委託事業の取組みであり、大村先生、小野先生、坂尻先生の
指導のもとに、学生が9月頃より市の産業経済局と協力してレシピ開発などの準備を
進めてきました。イベント当日はたくさんの市民の方が来場され、試食やレシピの配
布も大好評で、レシピカードも作成し、来場者が自由に手に取れるよう準備しました。
試食商品についてのアンケート回答も約200名からいただくことができ、この事業の
総括までの活動をやり遂げました。参加した学生は、大変学ぶことが多い活動で、貴
重な体験となりました。

また会場では同時に、今回参加したSDGsサー
クルが『廃棄食材を減らそう！自宅で簡単にフー
ドロス』というテーマで、冷凍保存した食品の利
用方法や簡単フードロスメニューの紹介を行いま
した。

紹介メニュー ： 「炊飯器でカオマンガイ」
「余りがちな食材でマーマレードソテー」
「パン耳でグラタン」など
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就
職
指
導
課
長
　
松
　
成
　
　
　
翔

本
年
度
も
多
く
の
卒
業
生
が
就
職
と
い
う
進
路
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
同
様
に
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、

委
託
給
食
事
業
者
な
ど
を
筆
頭
に
、
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
業

種
が
進
路
に
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
関
と
さ
れ
る
公

務
員
試
験
に
お
い
て
も
、
専
門
職
一
般
職
双
方
で
合
格
者
を
輩

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、
卒
業
生
各

自
が
学
業
と
就
職
活
動
の
両
立
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
加
え
て
、
ゼ
ミ
担
当
や
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と
就
職

指
導
課
と
の
教
職
協
働
が
機
能
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

本
学
の
教
職
員
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と
将
来
に
つ
い
て
の

悩
み
や
相
談
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
指

導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年

間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

学
内
個
別
企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た

情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
併
せ
て
個
別

の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
本
人
の
希
望
や
個
性
の
把

握
に
も
努
め
、
公
平
か
つ
有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
、
「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る
勇
気
・
親

和
・
愛
・
知
性
を
涵
養
す
る
人
格
教
育
を
経
験
し
た
卒
業
生
諸

君
が
、
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
課
せ
ら
れ
た
職
責
と
誠

実
に
向
き
合
い
、
そ
し
て
専
門
性
を
活
か
し
地
域
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
部

鹿児島県職員（栄養士）、直方市職員（管理栄養士）、下関市職
員（豊田中央病院 管理栄養士）、八王子市職員（管理栄養士）、中
種子町職員（管理栄養士）、名護市職員（管理栄養士）、福岡市
職員（学校事務）

小倉ゆめ歯科おとな歯科こども歯科、（株）アインホール
ディングス、（株）オネスト、（株）三協デリカ、（株）西鉄ス
トア、（株）はま寿司、（株）ミスターマックス・ホールディ

ングス、（株）ものばんく、（株）ロピア、THE OUTLETS KITAKYUSHU
（イオンモール株式会社）、キューサイ株式会社、TOLAH 株式会社、
EVAND 株式会社

（学）日本女子大学大学院 家政学研究科（食物 ･ 栄養学専攻）

※略称表記について
（学）＝学校法人、（医）＝医療法人、（社医）＝社会医療法人、（社福）＝社会福祉法人、 
（公財）＝公益財団法人、（一社）＝一般社団法人、（株）＝株式会社

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学、（医）真鶴会 小倉第一
病院、（医）共和会 小倉リハビリテーション病院、（医）ひ
がしだクリニック、（医）慈恵会 沼本町病院、（医）森都病院、

（医）恵愛会 福間病院、（医）くろきひろクリニック、（医）敬仁会 八代敬仁
病院、（社医）北九州病院、（社医）製鉄記念八幡病院、（社医）池友会 福岡
和白病院、（社医）原土井病院、（社医）池友会 新行橋病院、（社医）雪の聖
母会 聖マリア病院、（社医）弘恵会 ヨコクラ病院、（公財）健和会、（医）な
かお歯科 北九州セントラル歯科、（医）坂本クリニック耳鼻咽喉科、（医）
慈恵会 介護老人保健施設 わかくさ、（医社）桜会 介護老人保健施設 さく
ら苑、（社福）松美会 特別養護老人ホーム アイユウの苑、（社福）福祉松快
園、（社福）宏志会 きらく荘、（社福）正勇会 特別養護老人ホーム ソレイ
ユ北小倉、（社福）同朋会 ケアハウス同朋、（社福）大和会 特別養護老人
ホーム 和光園、（社福）覚応会 第二光和保育園、（社福）菊陽会 第一保育
所、（社福）仁愛会（仁愛保育園・仁愛乳児保育園）、（社福）八代ひかり
福祉会 八代ひかり保育園、（社福）夢工房 幼保連携型認定こども園 美ら
夢、（株）シエナ 志免さくらこども園、（株）モード・プランニングジャパ
ン 雲母保育園、（株）リハピス 企業主導型保育園 みらこ保育園、ライク
キッズ株式会社 にじいろ保育園、日清医療食品株式会社 福岡支店、日
清医療食品株式会社 中国支店、コンパスグループ・ジャパン株式会社、
エームサービス株式会社、（株）グリーンハウス、（株）ふじフードサービ
ス、（株）ドラッグストアモリ、（株）ハート・ビート メディケア福岡西

食物栄養学科

公務員

一般職

進　学

専門職

専門職 86%一般職 14%

就職率

97.8%

病院
 29%

施設
1 0%

委託給食
20%

教育機関

【令和6年3月卒業生実績】

就職希望者数 92名
就職者数　　 90名

3%
企業等 4%

保育園 1 0%

1 0%公務員

支援スケジュール（食物栄養学部）

4月
●�就職オリエンテーション/3年（SPI・GET検査） 

/3・4年（就職支援内容・スタッフの紹介、就職活動の進め方、自己分析方法・
履歴書の作成について 等）

5月
●�就職対策特別講座/2・3・4年（外部講師などによる筆記・SPI〔適性検査〕・

面接の対策講座）
●マナー講座/4年（外部講師による特別講座）

7月 ●マナー講座/3年（外部講師による特別講座）

10月 ●�公務員試験対策講座/3年、10月頃～翌年3月（外部講師による公務員受験
指導の対策講座）※例：オンデマンド方式とライブ方式のハイブリッド型

1月 ●�就職ガイダンス/3年（就職活動を終えた4年生から就職活動のスケジュール
や対策方法、在学生に向けたアドバイス・メッセージなど）

令和5年度 九州栄養福祉大学 食物栄養学部就職状況報告
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リハビリテーション学部 Faculty of Rehabilitation

本
学
に「
こ
ど
も
教
育
学
部
・
こ
ど
も

教
育
学
科
」の
新
設
と
食
物
栄
養
学
部
に

「
食
環
境
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
」が

増
設
さ
れ
、２
０
２
５
年
4
月
開
講
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。今
ま
で
は

「
食
と
リ
ハ
」で
食
物
栄
養
学
部
・
食
物
栄

養
学
科
と
関
係
を
築
い
て
き
た
が
、今
後

は
新
学
部
・
新
学
科
と
の
連
携
も
必
要
で

あ
る
。

こ
ど
も
教
育
学
部
で
は
リ
ハ
学
部
と
連

携
を
組
め
る
の
は
主
に「
特
別
支
援
学
校

教
諭
」課
程
と
考
え
て
い
る
。文
部
科
学

省（
１
）は

、①
特
別
支
援
学
校
を「
視
覚
障
害
」

「
聴
覚
障
害
」「
知
的
障
害
」「
肢
体
不
自

由
」「
病
弱
・
身
体
虚
弱
」の
5
障
害
に
分
け
、

学
内
に
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
を
設
置
し
て
い
る
②
特
別
支
援
学
級
は

小
・
中
学
校
に
設
置
さ
れ
、「
弱
視
」「
難
聴
」

は
、障
害
程
度
が
比
較
的
重
く
、専
門
性

の
高
い
教
育
を
必
要
と
す
る
特
別
支
援
学

校
の
児
よ
り
も
、基
本
的
に
小
・
中
学
校
の

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
教
育
を
進
め
る

対
象
と
な
る
特
別
支
援
学
級
の
児
の
増
加

が
著
し
い
。小
学
校
で
は
児
童
数
が
減
少

し
、特
別
支
援
学
校
・
学
級
の
児
童
数
は

増
加
す
る
現
状
が
確
認
で
き
る
。

令
和
4
年
度
の
特
別
支
援
学
校
の
児

童
生
徒
数（
１
）は

、「
知
的
障
害
」１３．８
万
人
、「
肢

体
不
自
由
」３．１
万
人
、「
病
弱
・
身
体
虚
弱
」

１．９
万
人
、「
聴
覚
障
害
」０．８
万
人
、「
視
覚
障

害
」０．５
万
人
と
な
っ
て
お
り
、「
知
的
障
害
」

の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
を
示
し
、他
は

横
ば
い
で
あ
る
。

特
別
支
援
学
級
の
ク
ラ
ス
別
在
籍
者

数
で
は
、「
自
閉
症
・
情
緒
障
害
」18.3
万
人
、

「
知
的
障
害
」15.6
万
人
、「
肢
体
不
自
由
」と

「
病
弱
・
身
体
虚
弱
」が
そ
れ
ぞ
れ
0.4
万
人

で
、発
達
障
害
と
さ
れ
る「
自
閉
症
・
情
緒

障
害
」と「
知
的
障
害
」の
2
ク
ラ
ス
の
児

童
生
徒
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
る
。

通
級
で
は
令
和
1
年
か
ら
2
年
の
1
年

間
で
3
万
人
以
上
の
増
加
が
み
ら
れ
、な
か

で
も「
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
」「
学
習
障

害
」「
自
閉
症
」等
の
発
達
障
害
を
有
す
る

児
童
生
徒
の
増
加
が
著
明
で
あ
る
。

特
別
支
援
学
校
教
諭
は
障
害
を
有
す
る

児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、知

的
障
害
児
や
肢
体
不
自
由
児
、病
弱
・
身

「
知
的
障
害
」「
肢
体
不
自
由
」

「
身
体
虚
弱
」「「
言
語
障
害
」

「
自
閉
症
・
情
緒
障
害
」の
7

障
害
の
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。児
童
生
徒
数
で
は
、直

近
10
年（
平
成
24
年
と
令
和
4

年
）を
比
較
す
る
と
、義
務
教
育

段
階
の
全
児
童
生
徒
数
が
約
1

割
減
少
し
た（
1,040
万
人
→
952
万

人
）一
方
で
、特
別
支
援
教
育
を

受
け
る
児
童
生
徒
数
は
ほ
ぼ
2
倍
に
増
加

し
て
い
る（
30.2
万
人
→
59.9
万
人
）。特
別
支

援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
の
割
合
が

10
年
で
2.9
％
か
ら
6.3
％
に
増
え
た
こ
と
に

な
る
。

特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
1.2
倍

（
6.6
万
人
→
8.2
万
人
）で
あ
る
が
、特
別
支

援
学
級
で
は
2.1
倍（
16.4
万
人
→
35.3
万
人
）

で
、小
・
中
学
校
で
の
障
害
児
対
応
が
増

加
し
て
い
る
。加
え
て
、大
部
分
の
授
業
を

在
籍
す
る
通
常
の
学
級
で
受
け
な
が
ら
、一

部
の
時
間
で
障
害
に
応
じ
た
特
別
な
指
導

を
受
け
る「
通
級
」の
児
童
生
徒
数
は
2.3
倍

（
7.2
万
人
→
16.5
万
人
）（
平
成
24
年
と
令

和
2
年
の
比
較
）と
、年
々
増
加
を
続
け
て

い
る
。

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
障
害
児

体
虚
弱
児
へ
の
運
動
・
動
作
支
援
方
法
な

ど
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

小
学
校
教
諭
に
つ
い
て
も
特
別
支
援
学

級
の
担
当
が
可
能
な
の
で
、肢
体
不
自
由

児
へ
の
支
援
は
多
く
な
い
も
の
の
ゼ
ロ
と
は

い
え
な
い
。ま
た
、通
級
で
は
運
動
障
害
児

は
少
な
い
も
の
の
学
習
障
害
児
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。種
々
の
障
害
へ
の
理
解
や

児
へ
の
支
援
に
関
す
る
知
識
の
修
得
は
不

可
欠
で
あ
る
。

リ
ハ
学
部
で
は
小
児
分
野
の
教
育
と
し

て
前
述
の
障
害
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。特
に
作
業
療
法
士

国
家
試
験
で
は
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

出
題
も
み
ら
れ
、特
別
支
援
学
校
で
勤
務

す
る
作
業
療
法
士
も
少
数
な
が
ら
存
在
し

て
る
現
状
か
ら
、リ
ハ
学
部
と
障
害
児
教

育
と
の
関
係
は
強
い
。

本
学
は
こ
ど
も
教
育
学
部
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
併
せ
持
つ
稀
有
な
存

在
に
な
る
。義
務
教
育
で
は
身
体
障
害
、発

達
障
害
、学
習
障
害
な
ど
、障
害
を
有
し
た

児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
、「
教
育
と

リ
ハ
」の
連
携
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

【
引
用
資
料
】

1
）�

文
部
科
学
省 

初
等
中
等
教
育
局 

特
別
支
援
教

育
課 : 

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
，�

ｐ
３
ー
７
，
２
０
２
３
年�

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/�

001076370.pdf 

（2024.4.15

参
照
）

こ
ど
も
教
育
と
リ
ハ
学
部

髙　橋　精一郎
TAKAHASHI SEIICHIRO

小倉南区キャンパス　学長補佐
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九
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リ
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部
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大
学

九
州
栄
養
福
祉
大
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食
物
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部

九
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大
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期
大
学

リハビリテーション学部 Faculty of Rehabilitation

足
立
山
の
麓
に
あ
る
小
倉
南
区
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、今
年
度
、理
学
療
法
学
科
70
名
、

作
業
療
法
学
科
31
名
、合
計
101
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。少
子
高
齢
社
会
の
中

で
専
門
医
療
職
で
あ
る
理
学
療
法
士
と

作
業
療
法
士
と
い
う
国
家
資
格
の
取
得
を

目
指
す
と
い
う
高
い
志
を
も
っ
て
、九
州
栄

養
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

に
入
学
し
て
く
れ
た
新
入
生
を
心
か
ら
歓

迎
し
ま
す
。

毎
年
、新
入
生
に
で
き
る
だ
け
円
滑
に

大
学
生
活
を
始
め
て
も
ら
う
た
め
に
、入

学
す
る
前
に「
入
学
前
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
、「
充
実
し
た
大

学
生
活
を
送
り
な
が
ら
、立
派
な
セ
ラ
ピ
ス

ト
に
な
る
た
め
の
10
か
条
」と
し
て
、以
下

の
内
容
を
入
学
前
の
心
構
え
と
し
て
伝
え

度
量
と
器
の
大
き
さ
を
備
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。4
年
間
の
大
学
生
活

で
、好
き
な
こ
と
や
楽
な
こ
と
だ
け
を
や
っ

た
り
、不
甲
斐
な
い
自
分
か
ら
逃
げ
て
い
て

は
決
し
て
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
は
な
れ

な
い
し
、自
分
自
身
と
真
剣
に
向
き
合
わ

な
い
と
自
己
改
革
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
自
身
が
初
め
て
臨
床
実
習
に
臨
み
、

担
当
さ
せ
て
頂
い
た
対
象
者
と
向
き
合
っ

た
と
き
に
、そ
の
人
の
為
に
自
分
は
何
が
で

き
る
か
を
真
剣
に
悩
ん
だ
日
々
を
思
い
出

し
ま
す
。そ
の
苦
し
い
日
々
を
振
り
返
る
と

き
に
、自
分
の
人
生
の
中
で
ど
れ
だ
け
自

分
自
身
に
投
資
し
て
き
た
か
を
問
わ
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、本
当
の
意
味
で

人
の
役
に
立
つ
た
め
に
は
、自
分
の
こ
と
を

ま
ず
大
事
に
し
て
、自
分
の
こ
と
以
上
に

他
人
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め

に「
大
い
に
遊
び
、大
い
に
学
ん
で
く
だ
さ

い
」と
よ
く
学
生
に
言
い
ま
す
。大
学
時
代

に
は
自
由
な
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
や
っ
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。ア
ル
バ
イ

ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

て
お
り
ま
す
。（
1
）初
心
を
忘

れ
な
い
、（
2
）自
律
す
る
、（
3
）

人
の
為
に
勉
強
す
る
、（
4
）短

所
は
改
善
し
、長
所
を
伸
ば
す
、 

（
5
）多
く
の
人
と
触
れ
合
う
機

会
を
増
や
す
、（
6
）よ
く
学
び

よ
く
遊
ぶ
、（
7
）行
事
に
積
極

的
に
参
加
す
る
、（
8
）で
き
る

だ
け
活
字
に
触
れ
る
、（
9
）他

者
か
ら
認
め
ら
れ
る
存
在
と
な

る
、（
10
）外
見
よ
り
も
中
身
を
磨
く
と
い

う
内
容
で
す
。こ
の
10
か
条
は
、私
自
身
の

理
学
療
法
士
と
し
て
の
臨
床
経
験
と
教
員

生
活
の
中
で
学
生
教
育
を
行
っ
て
き
た
中

で
、実
感
し
て
き
た
理
想
的
な
学
生
の
姿

に
な
り
ま
す
。

新
入
生
が
こ
の
10
か
条
を
実
践
す
る
こ

と
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
で
、そ

の
上
で
少
し
で
も
実
現
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
伝
え
て
い
ま
す
。将
来
、

立
派
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
っ
て
、人
の
役
に

立
つ
医
療
人
に
な
る
た
め
に
、ま
ず
は「
自

分
磨
き
」が
必
要
で
す
。障
害
の
あ
る
方
や

悩
み
を
抱
え
た
人
々
を
勇
気
づ
け
る
人
に

な
る
た
め
に
は
、ま
ず
は
自
分
自
身
が
他

者
を
受
け
入
れ
て
支
え
る
た
め
に
必
要
な

に
積
極
的
に
参
加
す
る
中
で
、色
々
な
人

と
交
流
し
て
、他
者
を
思
い
や
る
優
し
さ

や
、程
よ
い
距
離
間
の
保
ち
方
な
ど
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、好
き
な

こ
と
を
や
っ
た
分
、医
療
系
の
大
学
に
進

学
し
た
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
勉
強
も
忘

れ
ず
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。そ
の
際
は
、遊
び

と
勉
強
の
け
じ
め
を
は
っ
き
り
つ
け
て
、勉

強
に
は
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で

す
し
、勉
強
は
自
分
の
た
め
に
や
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、将
来
自
分
が
担
当
す

る
対
象
者
の
為
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。中
途

半
端
に
や
っ
て
い
て
は
、い
ざ
と
い
う
と
き

に
役
に
立
ち
ま
せ
ん
し
、試
験
の
時
だ
け

一
夜
漬
け
し
た
内
容
も
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
は
地
道
な
基
本
練
習
が
重
要

で
す
し
、家
を
建
て
る
時
に
は
土
台
作
り

が
ま
ず
は
必
要
な
よ
う
に
、立
派
な
医
療

人
に
な
る
た
め
に
、そ
の
第
一
歩
と
な
る

解
剖
学
や
生
理
学
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。自
分
の
ペ
ー
ス
で
良
い
の
で
、ま

ず
は
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
み
、勉
強
方
法
に

悩
ん
だ
時
に
は
先
輩
や
担
任
の
先
生
な
ど

に
相
談
し
つ
つ
、地
道
に
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。い
つ
か
必
ず
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

と
心
か
ら
思
え
る
日
が
や
っ
て
く
る
の
を

夢
見
て
、今
は
目
の
前
の
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

　
　
立
派
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
る
た
め
の
10
か
条

石　橋　敏　郎
ISHIBASHI TOSHIRO

リハビリテーション学部長
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理学療法学科 Department of Physical Therapy

２
０
２
４
年
3
月
、理
学
療
法
学
科
10

期
生
が
卒
業
し
た
。延
べ
800
名
ほ
ど
が
九
栄

大
卒
の
理
学
療
法
士
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。そ
の
卒
業
生
が
無
料
で
自
由
に
参
加
で

き
る
研
修
会
が
あ
る
。卒
業
生
有
志
が
企

画
運
営
し
て
い
る『
卒
業
生
の
卒
業
生
に
よ

る
卒
業
生
の
た
め
の
研
修
会
』略
称『   3
卒

業
生（
参
上
）研
修
会
』で
あ
る
。多
様
性
を

か
け
た『
九
栄D

iversity

』と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
か
か
げ
、毎
年
9
月
に
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講
演
や
研
究
・
症
例
発
表

会
が
開
催
さ
れ
、今
年
で
8
回
目
を
数
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
で
、関
東
な
ど
遠

方
に
就
職
し
た
卒
業
生
と
も
再
会
で
き
た
。

私
は
名
ば
か
り
の
研
修
会
長
で
あ
る
が
、卒

業
生
の
相
談
窓
口
と
し
て
毎
年
の
企
画
会

議
か
ら
参
加
で
き
る
の
が
楽
し
み
と
な
っ
て

い
る
。第
10
回
の
節
目
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト

ン
ト
の
違
い
な
ど
か
ら
主
体
性
に
世
代
間

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。組
織
体
制
の
見

直
し
や
役
割
分
担
な
ど
の
再
考
時
期
を
迎

え
て
い
る
。ま
た
、運
営
費
用
も
現
在
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
だ
け
で
は
持
続
可
能
性
が
危

ぶ
ま
れ
る
。作
業
療
法
学
科
や
食
物
栄
養

学
部
卒
業
生
と
の
連
携
の
可
能
性
、九
州

栄
養
福
祉
大
学
同
窓
会
に
支
援
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
な
ど
を
模
索
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。本
稿
が
何
か
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

の
開
催
や
過
去
の
研
修
会
ポ
ス

タ
ー
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
を
ま
と

め
、歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
度
は
、労
働
福

祉
事
業
団
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
大
学
校
2
期
生
の
大
峯

三
郎
教
授
が
客
員
教
授
に
な
ら

れ
、そ
の
記
念
講
演「
理
学
療

法
士
と
し
て
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、そ

し
て
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
」が
開
催
さ
れ

た
。ま
た
、同
大
学
校
1
期
生
の
橋
元
隆
教

授（
現
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
祥
地

記
念
館
、九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学

校
記
念
館
館
長
）と
、同
3
期
生
の
髙
橋

精
一
郎
教
授（
現
学
長
補
佐
）の
特
別
討
論

会「
２
０
４
０
年
に
理
学
療
法
士
は
ど
う

あ
っ
て
ほ
し
い
か
？
」に
お
い
て
、理
学
療
法

の
草
創
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史

に
加
え
、医
療
・
介
護
・
福
祉
へ
の
影
響
が
予

測
さ
れ
る
２
０
４
０
年
問
題
に
向
け
た
激

励
と
ア
ド
バイ
ス
が
卒
業
生
に
送
ら
れ
た
。

有
志
の
熱
意
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
研

修
会
は
、ま
さ
に『
筑
紫
の
心
』に
学
ん
だ
卒

業
生
な
ら
で
は
と
言
え
る
。し
か
し
、研
修

会
の
運
営
メ
ン
バ
ー
は
、1
期
生
か
ら
10
期

生
ま
で
と
年
齢
差
が
広
が
り
、ラ
イ
フ
イ
ベ

『  

卒
３

業
生（
参
上
）研
修
会
』に
つ
い
て

廣　滋　恵　一
HIROSHIGE KEIICHI

理学療法学科長

国家試験合格は大きな目標の通過点　　
理学療法士として働くためには国家資格の取得が不可

欠です。本学科では国家試験合格はもとより、高度な知識
技能と科学者としての目を持った専門家として障害に苦し
む方々を支えられる人材育成を大きな目標としています。

その意味で理学療法士は、生涯が勉強の連続。まずは、
「人間の体の神秘を楽しく学ぼう！」これは本学理学療法
学科の合言葉です。

本物が本物の場所で本物を育てるためのカリキュラム　　
実際のカリキュラムでは、入学直後の早朝から臨床経験を多く積めるよう

に配慮しています。また、学外から各分野のスペシャリストを講師として招き、
医療全般の実務に関わる内容が講義されます。
「本物が本物を育てる」教育環境・リハビリ発祥の地で、医療人としての自覚

を促すカリキュラムが展開されます。また、社会人としての基本的マナーなど、
医療人としての基本的な教育も、教室の内外を問わず実践します。人間性豊
かな専門家を育て上げることこそ、本学科の大きな目標です。

理学療法（Physical Therapy:PT）とは
理学療法（Physical Therapy:PT）とは、交通事故やスポーツ障害、生活習慣病や高齢化、小児疾患など身体が不自由になった

方々に対し、心身の両面から機能回復・維持をはかる医療です。身体機能・心理面・リスクなど、個々の状態を科学的にとらえ、適切な
治療方法や目的を設定することで治療を進めます。人の動きやその機能を医学的に分析・考察し、運動を治療や練習の手段として活
用する高度な医療技術のひとつです。

81名合格／83名受験
全国合格率平均 89.3%

本学合格率

97.6%

第59回 理学療法士国家試験

・園芸療法士取得 ………………… 令和5年度卒 1 1名
・パラスポーツ指導員（初級）…… 令和5年度卒 50名

リハビリテーション学部
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理学療法学科 Department of Physical Therapy
リハビリテーション学部

[Message] 卒業生の声

患者様の生きがいのために
医療法人相生会  福岡みらい病院  勤務

春田 太志 さん
令和4年3月卒　　●福岡県立小倉西高校出身

当院では、急性期や回復期、緩和ケア、地域包括ケアなど
多岐に渡ってリハビリテーションを提供しています。私は現在、
回復期リハビリテーション病棟に配属されています。脳卒中や
骨折などにより様々な問題を抱えている患者様に寄り添いな
がら、在宅復帰を目指していく過程で困難に直面することもあ
りますが、その過程に理学療法士として携われることにやりが
いを感じています。

その中でも私は、患者様が在宅復帰するだけでなく、趣味や
仕事などの生きがいを再獲得できるよう心掛けています。理
学療法を提供するなかで、患者様やご家族の希望は様々です。
退院後に、患者様が安全に暮らせるよう支援していくことはも
ちろん大切ですが、患者様やご家族の希望に応えるためにも、
患者様の生きがいを尊重していくことが最も大切だと考えてい
ます。

私は大学生活で、先生方や友人とともにコロナ禍での臨床
実習や国家試験などを乗り越えました。大学生活で苦しいこ
ともあると思いますが、仲間たちと支え合いながら乗り越えて
いくことが大切です。皆さんがかけがえのない仲間と巡り合い、
充実した大学生活を送ることが出来るよう心より願っています。

人との繋がり
国東市民病院  勤務

安部 辰彦 さん
令和4年3月卒　　●大分県立国東高等学校出身

私が勤める国東市民病院は大分県の大分空港付近にあり、
一般急性期病棟、地域包括ケア病棟、回復期リハビリテーショ
ン病棟、訪問リハビリテーションなど様々な役割を担う地域の
中核病院となっています。 

私は１年目から回復期リハビリテーション病棟配属となり、主
に運動器疾患や脳血管疾患の患者様を対象に理学療法を
行っています。身体機能や生活背景を考慮し１人１人にあった
退院支援を行うことに難しさを感じています。 

私はこの３年間で患者様の訴え等を傾聴することの重要性を
学びました。突然の受傷や術後により患者様はそれぞれの不安
を抱えています。その不安を傾聴し、ニーズに沿ったリハビリを行
うことに加えて、そのリハビリ内容を説明し、理解してもらうこと
で不安も軽減し、信頼関係を築くことができると考えます。 今は、
患者様からの感謝の言葉にやりがいと責任を感じながら、日々
業務に励んでいます。 

私の大学生活では新型コロナウイルスの影響により、様々な制限を受けました。コロナ禍を家族や友人、先生
方と乗り越え、人と人との繋がりの大切さを実感しました。現在は徐々に制限も緩和され、大学のInstagramで
皆さんの活動を楽しく拝見しています。皆さんも視野を広く持ち、人との繋がりを大切にしながら大学生活を楽
しんでください。応援しています。
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作
業
療
法
学
科
で
は
こ
の
春
に
27
名
の

卒
業
生
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
第
59
回
作
業
療
法
士

国
家
試
験
で
は
2
名
が
不
合
格
と
な
り
、

非
常
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
全
国
の
合
格
率
を
上
回
る
高
い

合
格
率
を
維
持
し
、
さ
ら
に
全
卒
業
生
が

就
職
で
き
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
本
学

科
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
全
体
が
4
年
生
を
就
職
や
国

家
試
験
に
向
け
て
支
援
し
て
い
る
結
果
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
4
月
に
は
作
業
療

法
学
科
14
期
生
と
し
て
31
名
の
新
入
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
40
名
の
定

員
に
対
し
て
100
％
の
充
足
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
他
校
の
作
業
療
法
学
科
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
前
年
よ
り
も
少
し
ず
つ
増

新
入
生
・
在
学
生
に
お
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
作
業
療
法
を
牽
引
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
と
対
象
者
を
幸
せ
へ
と
導

く
作
業
療
法
士
に
な
る
た
め
に
、
4
年
間

を
通
じ
て
学
生
生
活
を
何
事
に
も
真
摯
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
人
間
力
を
培
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
喜
び
も
悲
し
み
も

た
く
さ
ん
経
験
し
、
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。

加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
施
設

や
病
院
か
ら
の
作
業
療
法
士
求

人
は
依
然
と
し
て
高
い
人
気
は

あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
に
お
け

る
作
業
療
法
士
の
認
知
度
は
変

わ
ら
ず
低
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
本
学
が
、
作
業
療
法
士
の
養

成
校
を
リ
ー
ド
し
、
先
導
し
て

い
く
所
存
で
す
。

近
年
の
医
療
で
は
、
多
職
種
が
連
携
し

て
対
象
者
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
般
的
で
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
他
の
職
種
を
理
解
し
尊
重

し
た
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
姿
勢
や
能

力
は
、
座
学
だ
け
で
は
身
に
付
け
ら
れ
ず
、

学
内
で
の
実
践
経
験
が
必
要
で
、
こ
れ
ら

は
人
間
力
を
形
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
本
学
で
は
、
歴
史
と
伝
統
を
基
に
、

「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
」
と
い
う
建

学
の
精
神
を
学
内
の
行
事
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
通
し
て
人
間
力
と
し
て
培
う
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
地
域
の
医
療
社
会
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

実
践
力
の
育
成

四　元　孝　道
TAKAMICHI YOTSUMOTO

作業療法学科長

25名合格／27名受験
全国合格率平均 84.4%

本学合格率

92.6%

第59回 作業療法士国家試験

・園芸療法士取得 …………………… 令和5年度卒 12名
・パラスポーツ指導員（初級）……… 令和5年度卒 19名

コミュニケーションの力を培う　　
効果的な治療を実現するためには、障害に苦しむ方はもち

ろん、ほかのスタッフたちとのコミュニケーションが重要です。
本科のカリキュラムではゼミナール形式のグループワークをふ
んだんに取り入れることで、専門知識を深めるとともにコミュ
ニケーション能力を身につける機会を設けています。個性を認
め大切にするのがリハビリテーションの基本です。相手の意見
を聞き、自分の意見を伝える力を培います。

真の医療人を目指す道は平坦ではない　　
入学早期から実習を通して医療の現場にふれるほか、各界の講師を招き、

幅広い内容の授業を行うなど、医療人としての確かな知識、技能、自覚を持
つための授業を幅広く展開しています。教室は、生涯を通じて優れた医療人
であるための基礎を徹底的に身につける場です。本学を卒業すれば、みなさ
んは学生ではなく一人の医療人。私たち教員にとっても同じ医療に携わる
仲間になります。そんな想いで指導しますから、中途半端は決して許されま
せん。医療人として真に優れた作業療法士を目指してください。

作業療法（Occupational Therapy:OT）とは

作業療法(Occupational Therapy:OT)とは、身体または精神に障害を持つ、またはその惧れがある方々に対し、諸機能の
回復、維持および開発に繋がる作業活動を治療手段とした医療技術です。十分な医療管理のもと、資格を持った作業療法士が
評価と治療計画をもとに行います。また、住環境や家族の指導、自助具開発、就労支援なども作業療法士の仕事です。

作業療法学科 Department of Occupational Therapy
リハビリテーション学部
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[Message] 卒業生の声

患者さんからの言葉をやりがいに
地方独立行政法人  北九州市立病院機構  北九州市立医療センター  勤務

松﨑 準平 さん
令和3年3月卒　　●福岡県立小倉東高等学校出身

私は、九州栄養福祉大学を卒業して、現在は北九州市立医療
センターで働いています。ここでは、多くの診療科があり急性期か
ら緩和医療までの患者さんに介入しており、私自身も最近になっ
て、癌の患者さんのリハビリを担当しています。手術が終わってす
ぐからの介入になるため様々なリスク管理があるので、勉強をし
て経験を積んでも術後初回介入は緊張します。勉強会に参加し
たり、経験豊富な先輩方に多くの事を教えていただき臨床に望
み、失敗することも多々ありますが、患者さんの笑顔や「ありがと
う」が聞けた時にこの仕事のやりがいをとても感じます。

在学中は、試験や実習など苦しいことは沢山あり、仲間達と切
磋琢磨し一緒に乗り越えた４年間はかけがえのない宝物です。し
かし、バイトや遊びなど、この４年間でしか出来ない楽しいことは
沢山あります。４年間という長いようで短い学生時代での出会い
や経験は、他職種との連携や患者さんとのコミュニケーションの
話題など今の仕事にもいかされていると思います。

仲間や先生方との一つ一つの出来事をを大切にしながら勉強
に遊びに全力で励んでください。

Field 作業療法の活躍の場をご紹介

住み慣れた地域で作業療法を…
保健所などでは地域で生活している乳幼児を対象に健康診査を実施しています。そ

の場で運動発達など、気になる課題があれば、後日個別相談を受けることができます。
私は、作業療法士として長年、発達期に課題を抱えた子どもに対する発達支援とその
保護者のカウンセリングを行なっています。このような地域作業療法は、医療施設での
作業療法と異なり、主に診断のない子どもが対象です。ご家族にとって、子どもの発達
に関わる課題は、些細なことであっても深刻な問題です。作業療法士は、保護者に対し
て育児上の困り事に傾聴し、子どもの発達状況を正確に評価・検査しながら、課題解
決に向けたプログラムを立案し実践します。特に大切なことは、保護者が理解して家庭
で実施できることです。作業療法士は、保護者が見通しを持って安心して育児に取り組
めるようホームプログラムを説明します。相談後は、定期的にチェックしながら、必要な

指導や説明を行なっていきます。複数の課題を抱えている子どもでは、医師や臨床心理士、言語聴覚士などにおつ
なぎして詳細をチェックしていただきます。また、通園している保育所・幼稚園の先生にもお話をお聞きして、子ども
の日常をより具体的に確認することも必要です。このような多職種
と連携しながら作業療法を実践することで、質の高い発達支援が
できると思います。子どもたちが順調に発達・成長していくと、保護
者の皆さんの安心した表情が増えていきます。親子の素敵な笑顔
は、作業療法士を続けていく大きなパワーになります。

作業療法士が活躍しているフィールドは、医療モデルだけではな
く、地域作業療法のように社会モデルにも広がっています。皆さんの

「やりたい」フィールドを作業療法で見つけて下さい。

九州栄養福祉大学
作業療法学科　教授

南区キャンパス教務部長

佐  野  幹  剛

作業療法学科 Department of Occupational Therapy
リハビリテーション学部
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九州栄養福祉大学

学生活動紹介

2022年度－2023年度メディカルフェスタを開催して
2023年10月22日（日）天候にも恵まれて第2回目となる『メディカルフェ

スタ』が九州栄養福祉大学小倉南区キャンパス、日本リハビリテーション
発祥地記念館・九州リハビリテーション大学校記念館で開催された。昨年

（2022年10月15日）に続き2年目の開催である。本事業は、北九州市と市
内の企業（医療機関）、本学、そして地域が連携した一種の産学官民連携モ
デルとも捉えることができる。

北九州市より「北九州市多様な進路選択支援プログラム実施補助金」の
案内をいただき、当時学生部長だった故 渕雅子先生に相談した際に、瞬間
的に「やろう！」という方向性になったことを記憶している。その背景として、
少子化の影響も受け学生募集に苦労している状況で、特に職業の認知をい
かにして高めるか、高校生になってからではなく、もっと早い段階、小学生や
中学生の頃から魅力ある「作業療法士」や「理学療法士」の職業を知って選
択肢にしてもらう、という補助金の趣旨と同じ構想を作業療法学科長とし
て検討していた時期でもあったのである。初年度は申請までの期間が非常
にタイトで連携企業の調整から企画の検討まで慌ただしい日々であったが、
渕先生のリーダーシップをはじめ学内教職員の協力、そして何より、初年度
に連携先として快く引き受けてくださった医療法人共和会（小倉リハビリ
テーション病院）様のおかげで無事に期間内に申請し交付決定をとりつけ
た。まだまだ、新型コロナウイルスの対応で気の抜けない状況である中、常
に前向きな提案と協力体制を築いてくださった浜村明徳先生（医療法人共
和会 会長）と矢野浩二先生（小倉リハビリテーション病院リハビリテーショ
ン部副部長）には感謝の念に堪えません。

本事業準備にあたり、企画段階から学生スタッフを募集し、学生スタッフ
と共にゼロから事業を創り上げていくという貴重な経験を得ることができ
た。第2回目には協力団体を5団体まで増やすことができた（医療法人共
和会様、神崎工務店様、トヨタ自動車様、ムイック様、北九州モルモッツ（モ
ルックチーム）様）。協力の輪が広がることで、各団体のSNS発信やメディア
記事掲載（北九州ノコト10月17日配信）、北九州市政だより掲載（10月15
日1,444号）にもつながり、本事業や本学への一定の広告効果があった。

2回の開催を終えて来場者数に課題はあるものの、産学官民連携事業と
してのやりがいを非常に感じているとともに、参加の学生スタッフをはじめ
連携先企業（団体）の皆さまからも大変ポジティブなコメントを頂戴した。浜村会長には当日もご来場いただき、終了後には
先生のご経験をもとに「新奇への周囲の反応」と「継続することの大切さ」について言葉をかけていただき大変心強く感じた。

本事業は市の補助金を受けており、この補助金が次年度以降も継続されるかわからないが、ここまで2回で蓄積してきた
「知」の継承や、事業を通した学生の成長はまさに本学の建学の精神に基づいた行事教育の一環であり、補助金の有無に
関わらず連携事業の一つとして継続していきたい。

最後になりますが、改めて本事業開催にあたりご協力いただいたすべての皆さまに感謝申し上げます。
南区キャンパス学生部
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就職活動状況（2024年3月卒業生アンケートより）

＊第1希望内定率
　理学療法学科：88.9%	 作業療法学科：100%

＊受験1社目内定率
　両学科共通：82.3%　（平均受験社（病院・施設）数：1.2社）

＊福岡県内就職率　
　理学療法学科：67.5%	 作業療法学科：77.8%

＊北九州市内就職率
　理学療法学科：33.7%	 作業療法学科：40.7%

小
倉
南
区
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
部
長
　

石
　
橋
　
敏
　
郎

令
和
5
年
度
の
就
職
状
況
は
、理
学
療
法
学
科
98.8
％（
卒

業
生
83
名
中
82
名
）、作
業
療
法
学
科
100
％（
卒
業
生
27
名

中
27
名
）で
し
た
。例
年
、全
国
各
地
よ
り
多
数
の
求
人
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、多
く
の
採
用
ニ
ー
ズ
に
十
分
こ
た
え

ら
れ
て
い
な
い
の
も
現
状
で
す
。令
和
5
年
度
の
特
徴
は
、関

東
・
関
西
方
面
を
含
む
県
外
へ
の
就
職
者
が
増
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
と
な
り
、学
生

の
就
職
活
動
へ
の
制
約
が
緩
和
さ
れ
、活
動
エ
リ
ア
が
拡
大

し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
ま

す
。一
方
で
、県
内
就
職
の
割
合
も
安
定
し
て
お
り
、両
学
科

あ
わ
せ
る
と
67.5
％（
3
人
に
1
人
は
北
九
州
市
内
就
職
）あ

り
、地
元
の
地
域
医
療
を
下
支
え
す
る
地
域
密
着
型
の
大

学
と
し
て
一
定
の
貢
献
が
で
き
て
い
ま
す
。

学
内
の
就
職
支
援
は
、例
年
10
回
～
11
回
の
対
策
講
座

を
開
催
し
て
お
り
、学
内
就
職
説
明
会
で
は
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
2
日
間
で
過
去
最
大
の
114
施
設
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
施
設
数
が
増
加
し
て
お
り
、

本
学
学
生
へ
の
求
人
希
望
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
就
職
活
動
の
状
況
を
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
２
０
２
４
年
3
月
卒
業
生
）か
ら
み
る
と
、第
1
希
望
先

へ
の
内
定
が
88
％
以
上（
作
業
療
法
学
科
は
100
％
）や
、受
験

1
社
目
内
定
率
82.3
％（
平
均
受
験
社（
病
院
・
施
設
）数
1.2

社
）等
、円
滑
な
就
職
活
動
が
実
施
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

養
成
校
と
し
て
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
本
学
な
ら
で
は
の

就
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域
や
病

院
・
施
設
へ
の
信
頼
を
よ
り
強
め
、学
生
の
進
路
実
現
に
向

け
た
就
職
支
援
に
教
職
員
一
丸
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部理学療法学科

作業療法学科

専門職 98.8%一般職 1 .2%

就職率

98.8%

【令和6年3月卒業生実績】

【令和6年3月卒業生実績】

専門職 92.5%一般職 7.5%

就職率

100%

【関東エリア】IMS グループ（イムス横浜東戸塚総合リハビリテーション病院、イム
ス横浜旭リハビリテーション病院、行徳総合病院）、西八王子病院、陽和病院、医
療法人白金会 リハビリテーション病院さらしな、慶友整形外科病院

【関西エリア】青山メディカルグループ、馬場記念病院、京都大原記念病院

【中国・四国エリア】国立病院機構中国四国（福山医療センター）、光風園病院、
下関市民病院、脳神経筋センターよしみず病院  、徳山中央病院、土谷総合病院、
呉中通病院、マッターホルン病院

【福岡県内】北九州病院グループ（北九州総合病院、北九州中央病院、北九州湯
川病院、北九州八幡東病院）、小倉リハビリテーション病院、社会医療法人共愛会（戸
畑リハビリテーション病院、あやめの里）、宗像水光会総合病院、青山整形外科医院、
秋山クリニック、甘木病院、社会保険稲築病院、大原病院、大牟田天領病院、お
かがき病院、おかだ整形外科スポーツ・リハビリクリニック、小波瀬病院、川﨑病院、
北九州市立病院機構（北九州市立医療センター、北九州市立八幡病院）、北九州
市立門司病院、九州鉄道記念病院、九州労災病院、霧ヶ丘つだ病院、芳野病院、
くらて病院、クリエイティブハウス創造館、久留米リハビリテーション病院、ざいつ整
形外科、産業医科大学病院、しょうわ会、新小倉病院、新生会病院､ 新水巻病院、
STAND UP！、聖マリア病院、田川病院、田中整形外科、東筑病院、東和病院、
長尾病院、白十字会、久山療育園、福岡整形外科、福岡みらい病院、福岡リハ整
形外科クリニック、福間病院、前川整形外科医院、溝口整形外科、南川整形外科
病院、三萩野病院、夫婦石病院、行橋記念病院、こぱんはうすさくら

【九州エリア】村上記念病院、佐藤第一病院、天草中央総合病院、熊本詫麻台病
院、ひらまつ病院、平田東九州病院

専門職
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保育学科 Preschool Education Department

本
学
保
育
学
科
は
、今
年
度
八
十
三
名
の
新

入
生
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
短
大
生
活
を
迎

え
る
学
生
は
高
校
時
代
と
全
く
異
な
る
環
境
の

下
で
勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
は
本
学

を
卒
業
し
幼
稚
園
に
勤
め
て
数
十
年
そ
の
後
、本

学
に
赴
任
し
て
十
数
年
。幼
稚
園
勤
務
中
に
受
け

も
っ
て
い
た
園
児
が
本
学
の
保
育
科
に
入
学
し
た

学
生
が
数
人
い
ま
す
。幼
稚
園
の
卒
園
式
に「
大

き
く
な
っ
た
ら
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
」と

言
っ
て
い
た
園
児
が
初
心
貫
徹
し
て
、入
学
式
で

出
会
い
ま
し
た
。出
会
っ
た
時
の
感
動
は
言
葉
で

言
い
表
せ
ま
せ
ん
。素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。そ
の

学
生
た
ち
が
卒
業
し
、社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
保

育
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。そ
の
保
育
者
を
養

成
し
て
い
る
の
が
本
学
で
す
。「
幼
児
期
の
教
育
は
、

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要

な
も
の
…
。幼
児
期
の
特
性
を
踏
ま
え
、環
境
を

通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。」

と
学
校
教
育
法
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
い
く
つ
か
の
本
学
保
育
学
科
の
特
徴

を
掲
げ
ま
す
。

第
一
の
特
徴
は
、建
学
の
精
神
で
あ
る

「
筑
紫
の
心
」で
す
。「
勇
気
・
親
和
・
愛
・
知

性
」を
基
本
と
し
た
人
格
教
育
で
す
。

第
二
の
特
徴
は
、幼
稚
園
教
諭
二
種
免

許
、保
育
士
資
格
、認
定
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

子
ど
も
音
楽
療
育
士
な
ど
の
多
く
の
資
格

取
得
で
す
。今
ま
で
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、築
き

上
げ
て
き
た
本
学
科
の
先
輩
方
の
歴
史
と
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、保
育
の
基
礎
・
基
本
を
学
ん
だ
昨

年
度
の
卒
業
生
は
幼
稚
園
、保
育
所
、児
童
養
護

施
設
等
の
仕
事
に
全
員
就
職
で
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
保
育
者
を
多
く
養

成
し
た
い
と
教
職
員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

第
三
の
特
徴
は
、学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、認
定

こ
ど
も
園
東
筑
紫
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
が

隣
接
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
と
い
つ
で
も
関
わ
れ

ま
す
。教
科
に
よ
っ
て
は
附
属
幼
稚
園
の
講
義
室

で
授
業
を
受
け
、園
庭
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
と

触
れ
合
い
、大
学
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
保
育
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
と
、保
育
者
不
足
で
あ
る
昨
今
、令

和
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
る
保

育
者
の
役
割
は
大
き
い
の
で
す
。多
く
の
課
題
が

あ
る
保
育
の
道
で
す
が
、全
教
職
員
と
、そ
の
課

題
に
向
か
い
合
い
保
育
の
質
の
向
上
へ
、意
欲
を

も
っ
て
共
に
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

保
育
の
質
の
向
上
に
む
け
て

寺　本　普見子
TERAMOTO FUMIKO

保育学科長

夢は社会に必要とされる専門性豊かな保育者
憧れの「幼稚園教諭」や「保育士」に…　　

本学科はこれからのニーズに合った社会に必要とされる保育者を養成す
る学科です。その夢を叶えるために、建学の精神「筑紫の心」を基本にし
ながら、いくつかの特色を構築しています。その一つとして、キャンパス
内にある附属幼稚園との連携を深めて、1年次から観察実習や附属幼稚園
での「環境」等の授業を実施しています。また、保育者としての学生の資
質向上や専門性を深めるために、学生が自主的に地域の保育現場に出かけ
る取り組みを行っています。さらに、実習前の学生の不安を少しでも解消
するために、教材研究や指導案の作成など、一人ひとりに寄り添ったきめ
細やかな指導を行っています。

幼稚園や保育所（園）、施設での実習を体験した学生は、「無邪気な笑顔
がかわいい」「実習を通して学ぶことが多かった」「早く保育者になりた
い！！」など、保育者としてのやりがいを感じ意欲を高めています。

専攻科（1年間）で学び介護福祉士も取得　　

本学には、保育士資格に重ねて、1年間で介護福祉士資格（国
家資格）取得を目指す養成課程「専攻科（介護福祉専攻）」の
コースが設置されています。保育学科と専攻科の3年間を通して
養われる広い視野と対人援助の知識・技術・職業意識は、様々
な課題が山積する現在の少子高齢社会において求められる専門
性です。保育学科での学びを根幹に、人の尊厳を支える倫理観
や医療的ケア・介護技術の実践力は地域社会から高い評価を得
ており、卒業生は、保育、障害児・者支援や高齢者ケアの広い
分野で活躍しています。両分野の強みを多方面で活かし、将来、
転職やキャリアアップにも有利となることでしょう。

専攻科 P24

保育学科 免許・資格取得者数令和6年3月卒業生 卒業生 87名

 ● 幼稚園教諭二種免許状 ……… 取得者数   82名
（取得率94.3％）

 ● 保育士資格 …………………… 取得者数   87名
（取得率100％）

 ● レクリエーション・インストラクター資格 … 取得者数 11名

 ● 認定ベビーシッター資格 ………………… 取得者数  44名

 ● こども音楽療育士資格 …………………… 取得者数 12名
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保育学科 Preschool Education Department

・幼稚園教諭二種免許状
・保育士
・レクリエーション・インストラクター
・認定ベビーシッター
・こども音楽療育士
・社会福祉主事任用資格

目標とする免許・資格

免許・資格を活かして、幼稚園・保育所（園）の保育者になることや乳児
院の保育士や認定ベビーシッターとしての家庭訪問保育も可能です。
また、18歳までの子どもたちを援助する児童養護施設や障害児支援施
設（かつての知的障害児施設、知的障害児通園施設、肢体不自由児施
設、重症心身障害児施設等）など多くの福祉施設で入所児・者を支援す
る仕事を担当することもできます。

将来の職場

[Message] 卒業生の声

新しい視点での保育
認定こども園  あおば幼稚園  勤務

岩井（濵岡） 美帆 さん
令和3年3月卒　　●東筑紫学園高等学校出身

保育教諭として働き始めて４年目になりますが、現在は一年間の育休中です。
現在勤めている園には教育実習でもお世話になり、園長先生はじめ先輩方

の優しさや子どもと同じ目線で楽しく保育をする姿を見て共に働きたく就職い
たしました。日々、子どもたちの貴重な成長の様子を傍で見守ることができるこ
とに楽しさや喜び、感動を味わわせてもらっています。

大学で学んだ子どもの成長段階やそれに応じた支援、対応の仕方は保育
現場ではもちろん、子育てにも大きく役立っています。

母となり子育てを行う中で母親・保護者としての思いが湧き、改めて大切な
子どもを預けてくださっていることへの有り難さを感じます。また子どもに対する考え方も育児を通して変わってき
ました。

一年後に成長した子どもたちに会えることがとても楽しみです。
また、復帰後は、保育者としてだけでなく、一人の母親として子どもたちや保護者と接することから、新たな視点

で声掛けや援助ができるよう努めていきます。

子どもたちに囲まれ笑顔の絶えない毎日！
認定こども園  東筑紫短期大学附属幼稚園  勤務

佐藤 瑠唯 さん
令和3年3月卒　　●折尾愛真高等学校出身

保育教諭として働き始めて今年で４年目を迎えました。
私は幼少期の頃から保育者という仕事に憧れを抱き、子どもたちと関わる仕

事に就きたいと思い東筑紫短期大学の保育学科に入学をしました。大学時代
はコロナ禍の中でも先生方の心強いサポートがあり充実した日々を送ることが
できました。

私は現在勤めている附属幼稚園に教育実習でお世話になりました。そこで子
どもたちに明るく接したり一人一人の個性を尊重しながらじっくりと向き合った
りしている先生方に強く惹かれ、このような保育者になりたいと思い本園を希
望し就職しました。遊びたい気持ちばかりの学生の頃とは違い、社会人になると子どもの命を預かる保育者とし
て責任の重さに不安を感じ、“自分にはできない”と思い悩む日もありました。しかし憧れていた先生方にアドバイ
スをいただきながら、子どもたちにとっての過ごしやすい環境や自分にできる保育を考え、実践していく中で子ど
もたちから「楽しい」という声が聞けた時はとてもやりがいを感じ日々学ぶことの大切さを実感しています。

将来に不安を抱えている学生さんたちはたくさんいるかと思います。私もそうでしたが子どもたちの笑顔や成長
を近くで見守ることができるこの仕事は本当に素敵だと思います。ぜひ保育者を目指して頑張ってください。皆さ
んのことを陰ながら応援しています。
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食物栄養学科 Food and Nutrition Department

・栄養士　
・栄養教諭二種免許状
・フードスペシャリスト　
・医療秘書実務士
・日商PC検定（文書作成）

栄養士として、病院や小学校、さらに企業の社員食堂の調理担
当、保育所や老人保健施設・特別養護老人ホームでの献立作
成など、広範囲な食に関わる職場で能力を発揮することができ
ます。
加えて、病院・医院で医療事務スタッフとしての仕事と栄養管
理・栄養指導の役割を兼ねれば、専門職としての高い評価を受
けることでしょう。

目標とする免許・資格 将来の職場

東
筑
紫
短
期
大
学
食
物
栄
養
学
科
は
、創
設

66
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
ち
、北
九
州
唯
一

の
栄
養
士
養
成
校
と
し
て
実
践
的
な
栄
養
士
の

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。卒
業
生
の
多
く
が
栄
養

士
・
管
理
栄
養
士
と
し
て
病
院
、福
祉
施
設
、教

育
機
関
な
ど
に
勤
務
し
、地
域
に
根
ざ
し
た
健

康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
学
科
の
特
色
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。ま
ず
一つ
目
に
、実
験
実
習
を
多
く
取
り
入

れ
、実
学
教
育
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
。二
つ
目
に
、ク
ラ
ス
担
任

制
に
よ
る
学
生
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て

お
り
、学
生
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
。三
つ

目
に
、｢

栄
養
士
免
許｣

だ
け
で
な
く
、学
校
の
教

員
で
あ
る｢

栄
養
教
諭
二
種
免
許｣

や
医
療
関
係

の｢

医
療
秘
書
実
務
士
資
格｣

、食
品
の
知
識
を

生
か
し
た｢

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格｣

な
ど

多
数
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取
得
で
き
る
こ
と
。四
つ

目
に
、九
州
栄
養
福
祉
大
学
３
年
次
へ
の
編
入

制
度
が
あ
る
こ
と
。五
つ
目
に
、学
費
を
全
額
・

半
額
免
除
す
る｢

特
待
生
制
度｣

を
導
入
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
特
色
を
体
系
的
に
進
め
な
が
ら
、

短
大
卒
業
後
の
就
職
の
幅
を
広
げ
、本
学
の
建

学
の
精
神
で
あ
る｢

筑
紫
の
心｣

に
基
づ
い
た
人

間
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
、近
年
連
続
、就
職
率

100
％
の
高
い
実
績
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
、栄
養
士
と
し
て
の
実
践

的
な
知
識
や
多
様
な
技
術
を
修
得
す
る
と
と
も

に
、本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
勇
気
・
親
和
・

愛
・
知
性
が
調
和
し
た「
筑
紫
の
心
」の
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
、学
生
生
活
に
お
い
て
充
実
し
た

学
び
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

｢

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と｣　

毎
日
の
食

事
で
食
べ
た
も
の
が
栄
養
と
な
っ
て
身
体
を
つ
く

り
、人
生
を
つ
く
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

人
生
100
年
時
代
を
健
康
で
生
き
る
た
め
に
、

栄
養
士
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

自
分
や
大
切
な
家
族
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、

人
々
の
健
康
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
栄
養
士

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

幅
広
い
知
識
を
備
え
た

　
　

実
践
的
な
栄
養
士
の
育
成

食物栄養学科 免許・資格取得者数令和6年3月卒業生 卒業生 74名

 ● 医療秘書実務士 ……………………… 取得者数  20名
 ● フードスペシャリスト資格認定試験 
                ………………………………… 合格者 7名

／受験者 8名

 ● 栄養士免許 …………………………… 取得者数 72名
（取得率97.3％）

 ● 栄養教諭二種免許状 ………………… 取得者数 16名

小学校や病院などで臨機応変な実践力を　　

栄養士の免許取得のための実習は小学校での学校給食実習の他に
学生自身が自分の将来の就職先を考え、福祉施設や事業所病院などか
ら選択して一週間の実習を体験します。たとえば、病院実習では患者
さんの年齢や症状に適した治療食の献立作成や管理栄養士による食事
指導の見学など、実践の場での栄養士としての応用力を養います。

現場で医療事務と食事指導の技量を発揮　　

最近では生活習慣病やメタボリックシンドロームが増え、食事療法の大切さ
がクローズアップされています。本学で取得できる「医療秘書実務士」は、病
院・医院で窓口業務や事務処理を担当するだけでなく、栄養士の専門知識・技
術を生かしながら外来患者さんに食事指導ができます。このように、プラスα
の能力を身に付けることによって、自分の可能性を広げることができます。

土　谷　政　代
TSUCHIYA MASAYO

食物栄養学科長
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食物栄養学科 Food and Nutrition Department

[Message] 卒業生の声

栄養士とは違う道
九州栄養福祉大学  南区キャンパス 教務課  勤務

樋口 実夏 さん
令和3年3月卒　　●八幡中央高校出身

私は、食物栄養学科を卒業後すぐに九州栄養
福祉大学南区キャンパスの教務課で働いていま
す。

主な業務内容は、授業や定期試験の運営・サ
ポートをはじめとする、学生が学習に取り組める
環境整備等です。業務の中で学生と関わる機会も
多く、人と関わる仕事に就きたかった私にとっては
やりがいのある仕事だと感じています。

また教務の仕事では、天候などによる急なスケ
ジュール変更や授業中の機材トラブルなど臨機
応変な対応が求められます。入職したての頃は、
不安も多く、急な変更に戸惑う場面も多かったで
すが、経験を重ねることで柔軟に対応することが
できるようになりました。

栄養士とは違う道を選んだため、短大生活で学んだ専門的な知識を活かす機会に恵まれないことに、当初は
大きな不安もありました。しかし学生と密に関わることができ、その中で自分自身の成長を実感することのできる
大学職員という仕事を選んで良かったなと、今は思っています。

2年間という短い短大生活ではありますが、みなさんがゆっくり焦らず自分のいきたいと思える道を見つけられ
るような時間になることを願っています。

治療の一環である「食」を通して
社会医療法人  北九州若杉病院  勤務

中村 涼華 さん
令和3年3月卒　　●福岡県立折尾高等学校出身

私は現在、北九州病院で栄養士として働いています。
主な業務内容は、患者様の病態に合わせた食事づく

りです。
特に糖尿病や高血圧の患者様が多く入院されてい

るため、砂糖の代わりにラカントやマービーという人工
甘味料を、醤油の代わりに減塩のものを使用したりと
食事は治療の一環であることを基本に美味しい治療
食の提供に努めています。実際に患者様からお礼のお
手紙をいただいたりすると、また頑張ろうという気持ち
になれます。

そして在学中に学んだ、全ての講義や実習は社会
人になってからも役立っています。私は在学中に専門
フードスペシャリストの資格を取得しました。この資格を取得するにあたって、食物に関する多くの知識が身につき
ました。

また職場の雰囲気の良さも今の仕事が続けられている理由の一つだと思います。栄養科は幅広い世代の方たち
がいますが、全員が思いやりを持っていて、とてもあたたかい職場です。

現在は栄養士として調理業務に携わっていますが、実際にコミュニケーションをとりながら栄養指導が行える管
理栄養士の資格を取得したいと考えています。「食」を通して社会に貢献できる栄養士になれるように一緒に頑張
りましょう。

23  HIRAKU



九
州
栄
養
福
祉
大
学

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

食
物
栄
養
学
部

九
州
栄
養
福
祉
大
学　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

東
筑
紫
短
期
大
学

専攻科 Postgraduate Course

本
学
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）は
、少
子
高
齢
社
会

に
山
積
す
る
課
題
を
見
据
え
、保
育
士
と
介
護
福
祉
士
の

両
資
格
を
有
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
志

向
し
２
０
０
２
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。保
育
士
資
格
取

得
者
が
、一
年
間
で
、介
護
福
祉
士
の
資
格
を
目
指
す
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。

保
育
学
科
で
培
っ
た
建
学
の
精
神
を
礎
に
、本
科
で
介

護
福
祉
の
分
野
を
学
ん
だ
卒
業
生
た
ち
は
、保
育
士
や
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
と
と
も
に
、介
護
福
祉
士
の
知
識
、技

術
を
兼
ね
備
え
、現
代
社
会
の
複
雑
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
に

広
い
視
野
で
対
応
で
き
る
専
門
職
と
し
て
、子
ど
も
、障

害
者
、高
齢
者
、医
療
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。　

私
た
ち
は
現
在
、豊
か
な
社
会
で
暮
ら
し
て
い
る
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、生
活
に
は
不
安
や
心

配
事
が
多
く
、教
育
や
就
職
、子
育
て
、介
護
な
ど
、ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
様
々
な
場
面
で
安
心
感
を
抱
け
な
い
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。働
き
方
や
家
族
の
あ
り
方
、価
値

観
が
多
様
化
し
た
社
会
に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
容
し
、新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
も

派
生
し
て
い
ま
す
。本
科
で
は
、こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に

お
い
て
対
人
専
門
職
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
二
つ
の
力
、

想
像
力（Im

agination

）と
創
造
力(Creation)

を
養
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。介
護
福
祉
士
養
成
課
程
の

四
領
域
の
充
実
と
と
も
に
、学
生
の
主
体
性
や
習
得
力
を

拡
充
す
る
た
め
の
学
外
授
業
や
各
種
研
修
、実
習
施
設
と

の
協
働
体
制
。ま
た
、現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た「
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」の
授
業
を

新
た
に
導
入
。確
か
な
専
門
性
に
基
づ
く
状
況
判
断
と
的

確
な
技
術
提
供
、目
の
前
に
い
る
方
の
心
に
寄
り
添
い
安

心
で
き
る
生
活
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。近
年
、本
科
の
国
家
試
験
合
格
率
は

100
％
で
、受
験
生
全
員
が
高
得
点
で
合
格
を
手
に
し
て
い

ま
す
。就
職
に
つ
き
ま
し
て
も
多
く
の
事
業
所
か
ら
高
い

信
頼
を
得
て
お
り
、学
生
は
希
望
す
る
分
野
の
職
に
従
事

し
て
い
ま
す
。

保
育
学
科
と
専
攻
科（
介
護
福
祉
専
攻
）の
学
び
は
、

連
動
し
融
合
さ
れ
、人
間
の
発
達
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
全

体
の
課
題
を
見
通
す
力
を
養
い
ま
す
。東
筑
紫
短
期
大
学

の
三
年
間
は
、子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、支
援
を
必
要
と

す
る
障
害
者
や
高
齢
者
を
支
え
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
へ

の
道
筋
で
す
。様
々
な
分
野
に
対
応
で
き
る
専
門
職
は
や

り
が
い
も
大
き
く
、笑
顔
や
心
の
交
流
が
あ
り
喜
び
も
ひ

と
し
お
で
す
。“

実
り
多
い
三
年
間”

、皆
さ
ん
も
と
も
に

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
保
育
士
と
介
護
福
祉
士
」

　
　
二
つ
の
資
格
を
有
す
る
専
門
職
と
し
て

寺　本　普見子
TERAMOTO FUMIKO

専攻科（介護福祉専攻）長

・介護福祉士
・福祉住環境コーディネーター　2級・3級
（当検定試験のための対策授業があります）

・介護保険施設
・グループホーム、居宅サービス、病院
・障がい者（児）支援施設
・保育所、児童福祉施設
・幼稚園　など

目標とする免許・資格

将来の職場

[ 専攻科（介護福祉専攻）出願資格 ]
・保育士資格を取得している方
・2025年（3月）までに保育士資格を取得見込みの方

第36回
介護福祉士国家試験

本学合格率

100%
11名合格／11名受験
全国合格率平均 82.8%
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専攻科 Postgraduate Course

[Message] 卒業生の声

職業選択の幅が大きく広がる2つの資格　　

保育士資格をお持ちの方は、１年間で介護福祉士の国家
資格取得を目指すことができます。児童福祉分野の専門性
に加えて、高齢者や障がい者の介護福祉を学ぶことにより、
幅広く職種を選択することができます。社会に求められる
二つの国家資格は、将来長く多方面で活かされ、転職や自
分の可能性を広げることができます。

いま求められている介護福祉の専門家たち　　

高齢者や障害者、子どもたちを取り巻く環境には様々な課題があります。
本科は、子どもの育成と高齢者・障害者福祉の課題に貢献できる保育士資格を持つ

介護福祉士を育成しています。本学は、保育学科の伝統を踏まえ、専攻科（介護福祉
専攻）を設置しています。社会情勢の変化により、介護福祉士を取り巻く環境は変化
し、保育の現場や在宅においても障がい児への支援が求められています。講義や演習、
実習、学外研修等をとおして、その人らしさを支える豊かな人間性を備えた保育士と
介護福祉士の専門家を育んでいます。将来、子どもから高齢者の笑顔を支え、地域社
会へ貢献できる人材として活躍していくことができます。

介護福祉士として働いて
医療法人  寿芳会  住宅型有料老人ホーム  うみかぜ  勤務

中村 愛里澄 さん
令和4年3月卒　　●福岡県立八幡中央高等学校出身

私は医療法人寿芳会住宅型有料老人ホーム『うみかぜ』で働いています。
主な仕事として、入居者の身体介助や生活援助等を行っています。
最初は私の性格が人見知りであったこともあり、入居者の方とあまり言葉を

交わせず、信頼関係を築くことに難しさを感じていました。しかし、在学中に学ん
だことや日々の言葉かけによって笑顔でお話ができるようになっています。例え
ば言葉とともに身振り手振りで表現すること、緊張させないように入居者の方と
同じ目線になりお話をすること等を意識して行っています。就職して１年程経過
し、まだ一人では不安な業務もあります。しかし、入居者の方から笑顔で「ありが
とう」と感謝の声を掛けられることが増え、仕事をするやりがいにもなっています。

専攻科では、クラスが少人数であったため先生方との距離も近く、楽しんで講義を受けることができました。
在学中は介護福祉士の資格を取得することを目標にして学んでいました。しかし、専攻科で学んだことや実習で経

験したこと全てが、介護福祉士として働く際はもちろん、人間関係の構築にも役に立っている事を感じています。
１年という短い期間ではありますが、学びや経験が沢山あるので、目一杯楽しんでください。応援しています。

保育も介護も学べる強み
学校法人  三島学園  乳山幼稚園  勤務

川本 彩乃 さん
令和4年3月卒　　●福岡県立八幡中央高等学校出身

私は専攻科を卒業後、学校法人三島学園乳山幼稚園に就職し、介護ではな
く保育の道に進みました。今年で就職して２年目になりますが、毎日子どもたち
と共に気づき、学んで成長していく日々を送っています。

就職１年目の当初は、いきなり年少組の担任で、園の流れも子どもたちとの関
わり方も分からず不安だらけの毎日でしたが、優しい先輩方にたくさん助けてい
ただき、１年間をやり通す事ができました。

専攻科での学びも保育に役立っています。専攻科では介護の技術はもちろん、
子どもの障害についても勉強します。この様な知識がある事は将来様々な子ど
もと関わる中でとても強みになると思っています。また介護を学んでいく中で、様々なコミュニケーションの方法やレク
リエーションなども学び、保育との繋がりを感じる事ができました。実際に今保育をする中でも専攻科での経験が活
かされていると感じています。

介護職と保育職は共通点の多い職業だと思います。一人ひとりに寄り添い、尊重し、その人生に携わっていく。どち
らも人との関わりがとても大切でとてもやりがいのある仕事です。専攻科に通うことでより一層そう感じる事ができま
した。
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学生活動紹介
～北九州市私立幼稚園PTA大会プレイベント～

「LOVE ＆ SMILE ウォーターゲーム2023」
日時：令和5年9月16日（土）9時～12時
場所：勝山公園芝生広場（小倉北区城内）

11月開催の「北九州市私立幼稚園PTA連合会第60回記念大会」のプレイベン
トとして、市内の私立幼稚園に通う園児と保護者、総勢400名による水鉄砲合戦
が開催されました。北九州市長も参加しての、準備体操、ウォーターゲーム、全員
による水かけ合戦が行われ、市役所前の芝生広場が子どもたちのたくさんの笑顔
で埋め尽くされました。保育学科の学生はボランティアとして、他大学の学生と一緒に「縁日遊び（水鉄砲、的あて、水
風船、魚つり、ボーリング）」を担当しました。大きなイベントでの子どもへのサポート、配慮事項、子どもの姿をみる視
点など、各園での実習とはまた違った学びがありました。

～運動能力測定会「キッズチャレンジ」～
日時：令和5年9月23日（土）10時～16時
場所：イオンモール八幡東

にぎやかなショッピングモール内の広場に「キッズ
チャレンジ」のコーナーが設けられ、〔ジグザグ走り〕〔一
本橋わたり〕〔鉄棒〕など様々な運動能力を測定する道
具が配置されました。本学保育学科2年生が受付、タイムの計測、鉄棒の補助などそれぞれに役割を担い、子どもた
ちと会話をしたり励ましたりしながら運営補助を行いました。

一歳児から小学生までの幅広い年齢の子どもたちを対象に、ルールの説明方法を臨機応変に行い、実際に動い
てお手本を見せる等、一人ひとりが良く考えて行動することができ、良い経験となりました。

測定終了後に学生手作りのごほうびペンダントを受け取り、嬉しそうな子どもたちの笑顔があふれました。

～専攻科 学外研修～
「かぞくのかたちファッションショー」ボランティア参加

日時：令和6年2月17日（土）11時45分～17時
場所：社会福祉法人もやい聖友会 銀杏庵穴生倶楽部

特別養護老人ホーム銀杏庵穴生倶楽部を会場として、利用者の方が出演
されるファッションショーのサポートボランティア活動に学生と教員で参加
しました。コミュニケーションを取りながら、更衣や誘導をサポートし、待ち
時間やヘアメイク中に不安なく安全に過ごして頂けるように心がけました。

認知症の方や、障害を持った初対面の方への対応に、はじめは戸惑いもありましたが、時間の経過とともにスムー
ズで臨機応変な対応ができ、主催者や関係者から大変感謝されました。出演した利用者の方が生き生きとポーズを
とる姿やご家族の嬉しそうな様子に、社会貢献の意義を実感した１日となりました。

高齢者支援事業所・TOTOミュージアム」
日時：令和6年4月19日（金）10時～15時
場所：年長者の里小倉三萩野・TOTOミュージアム

特定社会福祉法人年長者の里では敷地内に設置されている高齢者支
援事業所（4ヶ所）を見学し、説明をしっかり聞きながら、ケアに大切な視
点について理解を深めました。また、地域の方に憩いの場を提供する目
的で併設されているプラネタリウムでは素敵な北九州の天体ショーを体
験させて頂くとともに、地域とつながる重要性を学ぶ機会となりました。

TOTOミュージアムでは、水回りの住環境の歴史や最新の仕様を見学しました。入浴、排せつ、調理に関する最新の
設備やバリアフリー仕様について学びました。入学直後の研修であり、学生相互及び学生と教員との交流も深まる有
意義な研修となりました。
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東筑紫短期大学 Higashichikushi Junior College

学園・地域交流報告

学園交流報告

～東筑紫短期大学附属幼稚園年長組園児、到津地区住民の皆さん、保育学科2年生～

こいのぼり交流会
日時：令和6年4月25日（木）10時30分～
場所：板櫃川　到津地区「到津こいのぼりまつり」

◇園児と学生がペアを組み、手をつないで出発
春の陽気や春風を感じながら、交通ルールを守って安全に歩きます。
学生は子どもたちに笑顔で話しかけながら、前後・左右の安全も確認します。川が近く
なり、すでに泳いでいるこいのぼりを見つけ、みんなワクワクです。

◇到津八幡橋に到着
到津地区会長の村上さんが子どもたちに優しくお話をしてくださり、園児も学生も元気
に挨拶とお礼を伝えることができました。

◇いよいよ園児手作りのこいのぼりを泳がせます
地域の方が手伝ってくださり、川の両側でロープを引っ張り、園児たちの目の前で見事
こいのぼりがあがっていきます。学生も一緒に「こいのぼり～あがったあがった」を歌い
ながら「こいのぼりさ～ん、がんばれ！がんばれ！」と応援しました。

保育学科生は 領域「表現」（木本節子教授）の授業として『楽しさや親しみをもって園児
と交流し幼児理解を深めることや、地域の方々との交流を経験し、日本の伝統文化を大切
にすることを学ぶ』といった目的をもち、領域「表現」にとどまらない総合的指導（総合学
習）への理解につなげていく、貴重な体験となりました。

後日、本城東幼稚園（八幡西区；園長先生をはじめ多数の本学卒業生が活躍中）の園児
とも同様に「こいのぼのり交流会」を行いました。ここでも地域交流の輪が広がりました。

～東筑紫学園高校食物文化科、短大食物栄養学科～

高大連携授業
◇令和6年1月29日（月）食物文化科 1年生（35名）

『顕微鏡でいろんなものを観察してみよう』

◇令和6年2月26日（月）食物文化科2年生（28名）
『大量調理機器を使って集団給食の調理にチャレンジしよう』

◇令和6年6月10日（月）食物文化科2年生（33名）
『人工イクラの仕組みを使って酵母の発酵について学ぼう』

令和6年2月26日（月）　『大量調理機器を使って集団給食の調理にチャレンジしよう』レポート

｢洗米機｣や｢球根皮むき機｣、｢スチームコンベクションオーブン｣、｢回転釜｣、｢ブラス
トチラー｣など、初めて使用する大量調理機器に興味をもち、作業区域の区分や使い
捨て手袋の使い方、中心温度測定などの集団給食の衛生管理についても学びました。

〔生徒の感想〕
・大量調理の機器を使った実習は初めてだったので、とてもわくわくしました。
・衛生管理が徹底していて、通常調理との違いを実感した。
・設備が整っていて充実していたのが良かった。
・カレーも温野菜サラダもとても美味しかったし、サラダは家でも試したいと思った。
・先生や学生さんがすごくフレンドリーで、よくしてもらったので楽しく学ぶことができました。
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東筑紫短期大学
Higashichikushi Junior College

就
職
指
導
課
長
　
松
　
成
　
　
　
翔

本
学
で
は
、
設
置
す
る
各
学
科
・
専
攻
科
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
専
門
性
の
習
熟
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
筑
紫
の
心
」
に
あ
る

勇
気
・
親
和
・
愛
・
知
性
の
四
領
域
の
調
和
・
統
合

を
目
標
と
し
た
人
格
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。本

年
度
に
お
い
て
も
希
望
す
る
全
て
の
卒
業
生
が

就
職
と
い
う
進
路
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
結
果
で
あ

る
と
同
時
に
、
各
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
方
と
就
職
指

導
課
が
緊
密
に
連
携
す
る
な
ど
、
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
支
援
す
る
教
職
協
働
の
成
果
で
あ
る
と
も
認

識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
指
導
課
で
は
多
様
化
す
る
学
生
か
ら

の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、
年
間
を
通
じ
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
学
内
個
別

企
業
説
明
会
な
ど
就
職
支
援
に
係
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
に
従
事
す
る
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
活
用
し
た
情
報
発
信
の
最
適
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
併
せ
て
個
別
の
学
生
相
談
に
も
柔
軟
に
対

応
し
、
本
人
の
希
望
や
個
性
の
把
握
に
も
努
め
、
公

平
か
つ
有
益
な
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
も
、
卒
業
生
諸
君
が

本
学
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
豊
か
な
人
間
性
を
発
揮

し
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
へ
と
飛
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

保育学科
全国的な少子化の中、専門職の強みを大いに発揮し高い就職率を上げることができました。これも偏に本学の教育にご理解を頂き、採用して頂いた
保育園、幼稚園、施設、企業の皆様のお蔭と弁え、ますます教育に力を入れていきたいと考えています。また、卒業生が様々な職場で活躍してくれ
ていることも、この結果に繋がっていることを理解し感謝致しております。こうした要因のある中、学生一人ひとりの地道な努力と本年の卒業生が
本学で学んだ専門知識・技術や経験を十分発揮し、社会貢献してくれることを切に祈っております。

（社福）北九州市福祉事業団、（社福）北九州市小倉社会事業協会、（社
福）北九州市門司民生事業協会、（社福）北九州市保育事業協会、（学）東
筑紫学園 認定こども園東筑紫短期大学附属幼稚園、（学）あおば学園 認
定こども園 あおば幼稚園、（学）川江学園 認定こども園 お宮の里幼稚園、

（学）水巻学園 幼保連携型認定こども園 水巻幼稚園、（学）もみじ学園 
認定こども園 もみじ幼稚園、（社福）四恩学園 四恩こども園、（社福）和泉
会 認定こども園ときいろ、（社福）護法会 みのりこども園、（学）田渕学園 
長行幼稚園、（学）こども園 きっずこくらみなみ、（学）谷川学園 こみね星ヶ
丘幼稚園、（学）村端学園 志井幼稚園、（学）村端学園 志徳幼稚園、（学）
清麿学園 清和幼稚園、（学）北九州文化学園 第二文化幼稚園、（学）中間
東学園 中間南幼稚園、（学）井上学園 西門司幼稚園、（学）むつみ学園 む
つみ幼稚園、（社福）勝山園 勝山保育園、（社福）感田福祉会 感田保育園、

（社福）晴光会 光沢寺保育園、（社福）晴光会 光沢寺第二保育園、（社
福）真祐会 白銀保育所、（社福）小倉新栄会 新栄たてまち保育園、（社福）
いわき福祉会 てんらいじ保育園、（社福）西合志中央保育園、（社福）双葉
会 双葉保育園、（社福）木の実保育園、（社福）三明会 豊北きらきら保育
園、（社福）きずな 弥生保育園、（株）ビザライ うららか保育園、（株）NOVA
ホールディングス じぶんみらい保育園水巻、（株）リハピス みらこ保育園、

（社福）カリタスの園 天使育児園、（社福）コスモス聖会・コスモス健幸会、
（社福）誠慈会 児童養護施設　誠慈学園、（社福）中部少年学院，（社
福）双葉会 児童養護施設 双葉学園、（有）富士商事 放課後等デイサービ
ス SUNNYSIDE、（医）はるか 聖ヨハネ病院、（医）なかお歯科 北九州セン
トラル歯科、（医）はらだ歯科・矯正歯科、朝日カルチャーセンター北九州校、
オーケー食品工業株式会社、（株）オリーブスパ、（株）テノ. コーポレーショ
ン ほっぺるらんど穴生、（株）wafel

公 務 員 北九州市職員（保育士）、福岡市職員（保育士）、中津市職員
（保育士）、下関市職員（保育教諭）

専門職 90%

就職率

100%

 保育園
   27%

幼稚園 
17%

認定こども園
        17%

【令和6年3月卒業生実績】
就職希望者数　 70名
就職者数　　　 70名

10%
一般企業

22%福祉施設

7%公務員

『教育懇談会』風景
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令和5年度 東筑紫短期大学 就職状況報告

食物栄養学科
食について専門性の高い教育を行い、人間にとって重要な食分野で社会的貢献の
できる人材の育成に力を入れています。そして社会人になるにあたり、資格を持つ
ということは単に就職という一時点の優位性だけではなく、生涯に及んでその人の
人生を豊かで可能性の高いものにしてくれると理解できるように教育を行っていま
す。また、自分の将来性の方向をその資格の範囲でしか見ず、針の穴から覗くような、
狭い価値観で就職活動をすることにならないように、就職指導課では支援し、その
結果、学生は社会性がありコミュニケーション能力を兼ね備えた人材として多くの
内定を勝ち取りました。

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学、（学）九州栄養福祉大学・東筑紫短
期大学、（学）東筑紫学園 東筑紫短期大学 食物栄養学科、（社医）陽明会 
小波瀬病院、（社医）玄真堂 川嶌整形外科、（社医）北九州病院、（医）みち
おかレディースクリニック、（医社）春秋会 南長崎クリニック、（医社）
翠会 行橋記念病院、（医）森和会 行橋中央病院、（一財）福岡県社会保険
医療協会 社会保険田川病院、（医）仁風会 上田惠亮整形外科、（医）宝歯
会 小倉駅スマイル歯科小児歯科医院、（医）青樹会 松延歯科医院、（医）
村上歯科医院、（医）一颯会 よつば歯科クリニック、（医）Smile Design 
ひうら歯科クリニック、橋本歯科、一枝クリニック、（社福）春秋会 特
別養護老人ホーム 好日苑、（社福）福祉松快園、（社福）ふらて福祉会、

（学）大浦学園 門司こばと幼稚園、（社福）赤間福祉会 赤間保育園・第
二赤間保育園、（社福）片野福祉会 片野保育園、（社福）勝山園 勝山保育
園、（社福）木の実保育園、（社福）くすの樹会（あじさい保育園・鯰田こ
ども園・銀杏保育園）、（社福）照宝会 昭和保育園、（社福）真祐会 認定
こども園（リアンたかのす保育園・リアンはなお保育園）、（社福）天真
会（真愛保育園・いろどり真愛保育園・ひがしふくま真愛保育園）、（社
福）洞海福祉会 若竹保育園、（社福）みのり保育園、（社福）夢創（嘉穂ら
いむ保育園／飯塚らいむ保育園 / らいく飯塚店等）、（社福）夢工房、（社

福）若杉会（池田保育園・いけだつぼみほいくえん）、（宗）天理教 保
育士育成委員会 白梅寮、日清医療食品株式会社 福岡支店、（株）LEOC、
一富士フードサービス株式会社、新日本給食株式会社、富士産業株式
会社、東屋敷克則税理士事務所、（有）アラモード アラ・モード洋菓子
店、Rinca あじと、（株）アクティブ・オペレーションズ、（株）エディオ
ン、（株）おんが自動車学校、（株）シティラインサービス、（株）タカサキ、

（株）プリオ プリオスイミングスクール、（株）みらい、（株）リーガロイ
ヤルホテル小倉、（株）AHB ペットプラス小倉南店、株式会社アーキ・
ジャパン、共同エンジニアリング株式会社

進 学 （学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学 食物栄養学部 食物
栄養学科、（学）辻調理学館 辻調理師専門学校

専門職 79%

就職率

100%
栄養士・
調理員・
栄養教諭
58%

栄養士・
調理員・
栄養教諭
58%

医療事務
  21%

一般企業　
 21%

【令和6年3月卒業生実績】
就職希望者数　 62名
就職者数　　　 62名

専攻科
全員が介護福祉士の資格を取得し、希望の介護福祉関係の職場に就職することが
できました。
高齢化社会での福祉の担い手として活躍してくれることを楽しみに、今後も地道な
教育を行い、福祉の世界で社会的貢献のできる人材を育成して参ります。

進学・編入学など

就職率

100%
福祉施設
64%

保育園
 9%

医療
 27%

【令和6年3月卒業生実績】

就職希望者数　 11名
就職者数　　　 11名

（医）真鶴会 小倉第一病院、（特医）茜会 在宅総合ケアセンターしものせき、
（特社）年長者の里、（社福）北九州あゆみの会、（社福）北九州市福祉事
業団、（社福）法順会 足原だきしめ保育園、（社福）広寿会 足原のぞみ苑、

（株）プロデュース グループホームきらめき、西鉄ケアサービス株式会社

（学）東筑紫学園 九州栄養福祉大学
　　　食物栄養学部 食物栄養学科 ............. ９名

（学）東筑紫学園 東筑紫短期大学
　　　専攻科（介護福祉専攻） ................. 13 名

（学）辻調理学館 辻調理師専門学校 ............. 1 名
大谷専修学院 ........................................... 1 名

※略称表記について
（学）＝学校法人、（社福）＝社会福祉法人、（医）＝医療法人、 
（株）＝株式会社、（有）＝有限会社、（同）＝合同会社

支援スケジュール
4月 ●�就職オリエンテーション/2年（就職支援内容・スタッフの紹介）

5月 ●�就職ガイダンス/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）
●�個人面談/2年（希望する業種の確認、求人票の提示、応募書類の作成、面接練習 等）

6月
●�卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●就職ガイダンス/2年（幼児教育・幼児保育関係団体と連携して開催）
●外来講師の講演/2年（幼児教育・幼児保育関係管理職者からの講演 等）

7月 ●�就職ガイダンス/1年（就職支援内容・スタッフの紹介、過年度の求人件数・就職状況について 等）
●外来講師の講演/2年（就職活動の進め方、自己分析方法・履歴書の作成について 等）

9月 ●�就職ガイダンス/2年（履歴書の作成・面接対策について 等）
●個人面談/2年（応募書類の作成・面接練習 等）

12月 ●�卒業生の講演/2年（在学生に向けたアドバイス・社会人として働くうえで気を付けるべきこと 等）
●外来講師の講演/2年（食物栄養学科在学生へ向けてのマナー講座）

1月
●�就職ガイダンス/1年（就職活動を終えた2年生から就職活動のスケジュールや対策方法、在学生

に向けたアドバイス・メッセージなど）
●業界・業種研究会 等/1年
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大学祭で産・官・学連携シンポジウムを開催しました

官 連携活動産 学

連携活動地域

トマトのおんがえしカレーに続く、第2弾！！ 『トマトのおんがえしサブレ』商品開発
～響灘菜園の年間１００t規格外トマトの復活を目指す課題解決プロジェクト～

響灘菜園さんの規格外トマトを復活させる思い
で、北九州市・企業と連携して第１弾「トマトのおん
がえしカレー」の開発を行い、規格外トマト１００t中
１tのトマトを復活させました。
第２弾は、「トマトのおんがえしサブレ」として、サ

ブレ５枚でトマト１.５個分を摂取できる栄養価の高
いサブレを作りました。レシピの開発については、将
来、管理栄養士になる学生が考案し、マーケティン
グについては、北九州市立高校が中心となり何度も
打ち合わせをし、商品開発を進めてきました。製造
に関しては、北九州のお土産でGRAN DA ZURさ
んに協力を頂きました。
第２弾も、売り上げの一部は北九州市子ども食堂

に寄付し、「子どもの居場所づくり」の実現を目指し
ます！

【黒崎こども商店街】
令和5年11月11日（土）八幡西区黒崎商店街で開催され、本学食物栄養学部の学
生が「子どもの職業体験ブース」に参加しました。
今回は『管理栄養士を目指す学生と一緒に、飲み物の糖度を測る、様々な食品や郷
土料理について学ぶ、などの体験をしてみよう』と呼びかけ、多くのご家族が参加してく
れました。はてなボックスで食品を当てるクイズでは、学生たちが積極的に子どもたち
とコミュニケーションを図りながら、充実した時間を過ごすことができました。

1

2

3

4

8/ 28 ㈪ 

8/  29 ㈫ 

8/  30 ㈬ 

8/  31  ㈭ 

韓国韓国 【国際理解（海外研修）】科目担当教員

竹  並  正  宏 ・ 梅  﨑  義  雄
TAKENAMI MASAHIRO・UMESAKI YOSHIO
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8/  31  ㈭ 

韓国韓国 【国際理解（海外研修）】科目担当教員

竹  並  正  宏 ・ 梅  﨑  義  雄
TAKENAMI MASAHIRO・UMESAKI YOSHIO

国際理解研修レポート　韓国
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9/4 ㈪ 

9/5 ㈫ 

9/6 ㈬ 

9/9 ㈯ 

9/10 ㈰

9/8 ㈮ 

9/7 ㈭ 

3/21  ㈭

3/23 ㈯

3/24 ㈰

3/25 ㈪
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3/27 ㈬

3/22 ㈮

国際理解研修レポート　アメリカ
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国際理解研修レポート　フィリピン
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2023

令和５年度  北九州市との連携事業

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学のキャンパスで学ぶ
北九州市立年長者研修大学校周防学舎シニアカレッジ

開講式
オリエンテーション

自然毒と食中毒について

戸田　晶久

生き生きとした高齢期を送るための食生活

大村　美智子

転ばぬ先の知恵
～シニアのための転倒予防講座～

鈴木　雄太

興味と役割を楽しもう
～健康な生活を送るコツ～

青山　克実

元気に長生きするために 13
～歌と踊りと古典浪曲で楽しく学ぶ『長寿節』～

室井　廣一

腸から健康に
～免疫アップで感染症から身を守りましょう～

阿部　亜希恵

ご存じですか？
子どもたちの時間割の中に「いじめ」を

吹き飛ばす時間があることを
脇田　哲郎

人それぞれの人との接し方
～自分を知り、人を知る～

浦田　一幸

言語コミュニケーション
～伝える力を磨こう！～

丸田　敦子

安心・安全に日々の生活を送りましょう！

廣藤　智之

シニアによる第４次産業革命

渡邉　啓一

運動と栄養で転倒予防！

長野　友彦

日々の出来事に感謝してみよう！

久保　昂大

レクリエーションで心も体も元気に！

齋藤　亜由実

閉講式

１限 2限

受講者の声受講者の声
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2023

令和５年度  北九州市との連携事業

九州栄養福祉大学・東筑紫短期大学のキャンパスで学ぶ
北九州市立年長者研修大学校周防学舎シニアカレッジ

開講式
オリエンテーション

自然毒と食中毒について

戸田　晶久

生き生きとした高齢期を送るための食生活

大村　美智子

転ばぬ先の知恵
～シニアのための転倒予防講座～

鈴木　雄太

興味と役割を楽しもう
～健康な生活を送るコツ～

青山　克実

元気に長生きするために 13
～歌と踊りと古典浪曲で楽しく学ぶ『長寿節』～

室井　廣一

腸から健康に
～免疫アップで感染症から身を守りましょう～

阿部　亜希恵

ご存じですか？
子どもたちの時間割の中に「いじめ」を

吹き飛ばす時間があることを
脇田　哲郎

人それぞれの人との接し方
～自分を知り、人を知る～

浦田　一幸

言語コミュニケーション
～伝える力を磨こう！～

丸田　敦子

安心・安全に日々の生活を送りましょう！

廣藤　智之

シニアによる第４次産業革命

渡邉　啓一

運動と栄養で転倒予防！

長野　友彦

日々の出来事に感謝してみよう！

久保　昂大

レクリエーションで心も体も元気に！

齋藤　亜由実

閉講式

１限 2限

受講者の声受講者の声

令和5年度 研究紀要

　　九州栄養福祉大学 第20号
 ● リハビリテーション学部における入学前教育の取り組みの検証 ............................................... 石橋　敏郎・室井　廣大 

 ● 精神科病院における集団作業療法の効果に関するスコーピング・レビュー ...............  青山　克実・石橋　裕・山田　孝

 ● 地域福祉の視点からまちの活性化についての一考察Ⅱ
　　～ 2050年の北九州市のまちづくり構想Ⅱ ～ .................................................................................................. 竹並　正宏

 ● 摂食障害傾向をもつ女子学生のバウムテスト（1）
　　─ 発症を抑制する要因についての検討 ─ ....................................................................................................... 松本　明夫

 ● 大学生へのジェンダー平等教育に関する一考察 ............................................................................................ 樋口　綾子

 ● 英語でコミュニケーション
　　─ 英語の音作りからリスニングスキル向上へ① ─ ......................................................................................... 梅﨑　義雄

　　東筑紫短期大学 第54号
 ● 教育職の研究　「子どもの遊び（虫とり）」 ........................................................................................................ 寺本　普見子

 ● 保育職の研究（その15） 
　　─ 「筑紫の心」と学生の資質・能力を高める為の授業方法を求めて ─ .............................................................. 木本　節子

 ● 「数量や図形」の感覚を豊かにする幼児教育の在り方 .................................................................................... 前川　公一

 ● 領域「言葉」の理解と児童文化財演習における一考察 ................................................................. 上森　哲生・丸田　敦子

 ● 保育実習における実習記録に関する一考察 
　　～ 保育ドキュメンテーション形式の実習記録について ～ ............................................................................ 吉田　千津子

 ● 「遊び保育論」を読み解くⅡ .............................................................................................................................. 浦田　一幸

 ● 保育学生のリトミックに対する認識調査 .................................................................................................... 齋藤　亜由実

 ● 施設実習における学生の「不安」への寄り添いが学びに与える影響 
　　─ アタッチメント理論から探るアプローチ ─ ................................................................................................ 井田　智美

 ● 教育職の研究（その2）　教育実習指導の取り組み 
　　─ 絵本の読み聞かせ指導の一考察 ─ .............................................................................................................. 丸田　敦子

 ● 集団保育における個と集団の関係性に関する一考察 
　　─ 幼稚園教諭が抱える問題に着目した保育エピソードの分析 ─ ..................................................................... 原口　直美

 ● 畑や農園での栽培活動（自然体験）と建学の精神に基づいた保育の在り方 
　　─ 自然の恵みに感謝して ─ ......................................................................................................................... 小島　久須美

 ● 保育職の研究（その2） 
　　─ 乳児期の子ども理解と子育て支援 ─ ........................................................................................................ 本田　恵美子

 ● 日本の昔話における＜動機の純粋性＞に関する考察 .................................................................................... 永野　勇二

 ● OECDラーニング・コンパスに照らした学級活動（2）で進める食に関する指導モデル .............................. 脇田　哲郎

 ● PCを導入した献立作成の実践 ...................................................................................................................... 阿部　亜希恵

 ● Z世代における消費行動の変化とマーケティングのあり方 .............................................................................  林　勝裕
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2017（平成29）年4月22日に開館した両記念館には、これまで、医療・福
祉・行政関係者、卒業生、地域住民の皆様など、たくさんのご来館をいただき
ました。また、地域の市民センターと共同し、健康づくり教室の開催も４年目
を迎えました。ぜひ、お誘いあわせのうえ見学にお越しください。

日本リハビリテーション発祥地記念館 見学のご案内日日日日本本本本本本本本本リリリハビビビリリリテ ション発発発発発発発発祥祥祥祥祥祥祥地地地地記記記記記記記記念念念念念念館館館館館館館館館
九州リハビリテーション大学校記念館

〈令和５年記念館来館者〉
来館日 来館者名 人数

1月12日 冨家千葉病院 2

1月26日 医療機器メーカー社員 2

1月27日 医歯薬出版株式会社 3

1月28日 地域健康づくり教室の開催③ 15

2月25日 地域健康づくり教室の開催④ 19

2月27日 専門学校九州リハビリテーション大学校卒業生 2

3月8日 福岡県保健医療介護総務課職員 2

3月17日 九州栄養福祉大学
リハビリテーション学部卒業生 1

3月18日 地域健康づくり教室の開催⑤ 15

3月31日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生家族 4

4月8日 市内高校生 1

4月18日 北九州市介護普及支援センター・
福祉用具プラザ職員 2

4月20日 九州栄養福祉大学卒業生 2

5月12日 旧九州リハビリテーション大学校卒業生
九州栄養福祉大学卒業生 10

5月19日 九州栄養福祉大学卒業生 2

5月26日 図書販売書店社員 2

6月2日 北九州市立年長者研修大学校　周望学舎 39

来館日 来館者名 人数

6月7日 九州栄養福祉大学卒業生 2

6月9日 九州大谷短期大学教員 1

6月13日 旧九州労災病院リハ診療科部長 2

6月15日 東鷹高校１年生 25

6月24日 第１回オープンキャンパス参加者より 13

7月22日 第２回オープンキャンパス参加者より 14

7月29日 放送大学教員 1

8月6日 第３回オープンキャンパス参加者 2

8月17日 小文字病院リハビリテーションスタッフ 24

8月19日 第４回オープンキャンパス参加者より 7

8月24日 小文字病院リハビリテーションスタッフ
福岡国際医療福祉大学教員　 27

8月26日 福岡県理学療法士会役員 26

9月4日 就職説明会参加者より 14

9月16日 第５回オープンキャンパス参加者より
九州栄養福祉大学卒業生 3

9月19日 メディア関係者 1

9月23日 第６回オープンキャンパス参加者より 6

9月27日 周望学舎シニアカレッジ受講者 21

10月4日 周望学舎シニアカレッジ受講者 19

来館日 来館者名 人数

10月7日 地域健康づくり教室の開催①
地域健康づくり教室の開催② 27

10月16日 認証評価委員 4

10月19日 北九州市立年長者研修大学校　周望学舎
九州栄養福祉大学卒業生 38

10月22日

メディカルフェスタ来場者
神﨑工務店
モリト―
トヨタハートフルプラザ福岡・他
家族写真撮影ボランティアムイック
小倉リハビリテーション病院理学療法士・
作業療法士
北九州モルッツ（モルックチーム）

143

10月30日 受験予定高校生 2

11月4日 大学祭参加者 4

11月9日 九州栄養福祉大学卒業生 1

11月20日 麻生リハビリテーション大学校　在校生・教員 28

11月25日 地域健康づくり教室の開催② 16

12月5日 西南女学院大学　教授 2

12月9日 受験予定高校生　 2

12月14日 北海道せき損センター　看護師 1

12月16日 地域健康づくり教室の開催③ 14

12月18日 九州医療スポーツ専門学校　教員 1

12月19日 北九州市立年長者研修大学校　周望学舎 24

北九州市事業『北九州市民カレッジ』
市民の多様な学習ニーズに対応した生涯学習機会を提
供し、自己実現の促進および『循環型生涯学習社会』を
担う人材の育成をはかります。

●令和５年度後期
【大学連携リレー講座：大学の魅力！地域に発信！】
全５回講座の内、第５回目を九州栄養福祉大学
戸田晶久教授が講師として担当しました。

講　師：九州栄養福祉大学 食物栄養学部食物栄養学科　戸田晶久 教授
テーマ：『自然毒と食中毒』

内　容：（市民カレッジ講座案内より抜粋）
「日常生活のなかで、私達は自然毒を含む食品を誤って食べることで、食中毒の被害を被ることがあります。私達の生活環境に
おける自然毒による食中毒の危険性について紹介し、少しでも自然毒食中毒からの危険回避の一助になればと思います。」

様々な講座が設けられる中、本学では毎年【大学連携リレー講座】に
講師を派遣しています。

う人材の育成をはかります。

CIRCLE REPORTCIRCLE REPORT
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CIRCLE REPORTCIRCLE REPORT

2019 Group Activeties
サークルレポート Group Activeties

クラブサークル名称 活動日付 活　動　名 活　動　内　容

卓球部

5月12日～
5月14日 第74回全九州学生春季卓球選手権大会 団体戦４位

7月9日 第73回九州地区大学体育大会（卓球競技） 団体戦２位

8月29日～
8月31日 第74回全九州学生秋季卓球選手権大会 団体戦５位

ブラーシアンサンブル 1月20日 エキナカ学園祭 in 小倉駅 小倉駅のJAM広場で演奏を行った。

Smart Diet Club （部）

5月24日 市長へのトマトカレーお披露目
本校と西日本工業大学、響灘菜園、その他企業と協力して開発した

「トマトの恩返しカレー」がレトルト化したため、市長にお披露目を
行った。

5月27日 ファディでのトマトカレーお披露目 カフェファディにて「トマトの恩返しカレー」の試食販売を行った。

7月15日 世界水泳福岡2023にてお弁当販売 世界水泳福岡にて、スポーツ選手に向けた最強×西京弁当のレシピ
開発を行った。

10月25日 第36回竜王戦七番勝負にてお弁当販売 戸畑区の「ちょうじんじゃー」をモチーフにしたチョウジンジャー弁当
のレシピ開発を行い、「株式会社丸ふじ」と協力し完成した。

1月22日 テーブルマナー講座 イギリス式のテーブルマナー講座を受講した。

1月20日 エキナカ学園祭
小倉駅のＪＡＭ広場にて、トマトの恩返しカレー、ガトーショコラ、マド
レーヌを販売した。北九州市立高校と高大連携をとって売り込み、完
売した。

ボランティア部 9月6日 カレッジ北九州と交流会 カレッジ北九州の皆さんと本学の学生で交流会を行った。
（障がい者スポーツの体験と対談）

トライアスロン同好会 12月10日 第22回吉野ヶ里歴史公園リレーマラソン リレーマラソンに参加し完走することができた。

写真部 7月1日 お写ん歩 唐戸市場、海響館で写真撮影。雨上がりの門司港周辺を散歩した。

陸上部 9月24日 PayPayドームリレーマラソン 5時間耐久レースで少人数にもかかわらず、60㎞走ることができた。

軟式野球部 5月24日 北九州メディカルリーグ 三萩野球場にて、試合が行われ、7－3で本学の勝利となった。

クラブサークル名称 活動日付 活　動　名 活　動　内　容

陸上競技部 9月24日 PayPayドームリレーマラソン 5時間耐久レースで少人数にもかかわらず、60㎞走ることができた。

軟式野球部
5月24日 北九州メディカルリーグ 三萩野球場にて、試合が行われ、7－3で本学の勝利となった。

7月24日 北九州メディカルリーグ 4対0　勝利

バドミントン部 10月14日 令和5年度北九州市D級バトミントン大会 ペア戦績　優勝、ベスト16

男子バスケットボール部 12月2日 北九州・下関地区大学体育大会 北九州市立大学にて大会が開催された。

45-m（同好会）

7月8日 小中学生野球部に対する障害予防活動 小中学生に対するストレッチ指導や身体測定、個人結果に対する
フィードバックを行った。

7月17日 日本理学療法学生協会主催 PT agora
今回45ｍから代表者4名がイベントに参加した。
全国から集まった高い目標を掲げている同年代の学生、現場（臨床
や企業など）で働く理学療法士と熱く語り合った。

3月2日 少年野球チーム対象の食育指導および 
野球肘検診の見学

成長期に必要な栄養素やアスリートに対する栄養の大事さなど学ん
だ。野球肘検診では小学生、中学生の投球障害予防に必要なもので
あると感じた。

3月17日 少年野球チームフィジカルチェック 野球選手に現状を把握するためにフィジカルチェックを実施した。

小
倉
北
区
キ
ャ
ン
パ
ス

小
倉
南
区
キ
ャ
ン
パ
ス
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職員だより

「大学職員のピア・ラーニング（Peer Learning）」
～職員勉強会報告～

Staff Development（以下SD）の義務化（大学設置基準）は
大学職員に対する更なる大学運営参画への期待の現れとも受け
取ることができる。本学ではSDが義務化される以前より、全学
的なSD研修会や、他大学との連携SD研修会、また、SDとは銘
打っていないがSDに近いものとして教職員研修会を定例開催し
てきた。

こうした全学的なインプットの機会も非常に有用ではあるが、
どうしてもその場限りの学習になり、通常業務に戻るといつも通
りの業務、マインドに戻ってしまうという課題も感じていた。こ
うした課題を解決するために、南区キャンパスでは、令和3年度
より有志職員による勉強会（ミニSD研修）を開始した。勉強会
では、単なる知識の修得に留まらず、その知識やアイデアを実務
に活かす、実践するということを重視している。大学職員に必要
とされる力の講読会や、広報テクニックの共有と実践、広報資料
作りのグループワーク、架空ケースに基づくディベート等、様々
なことを実践してきた。こうした取り組みを通して、大学職員と
してのスキルアップはもとより、部署を超えての職員同士の関係
性構築にも大きな影響があった。

参加者自身で創っていく勉強会として、まだまだ手探り状態ではあるが、参加者それぞれが自分事として勉強会
を捉え、自主的に参加している姿勢に、同僚として大変心強く感じると同時に参加職員の成長を実感している。

コロナ禍の功罪か、2年目からはオンラインを活用して北区キャンパス職員も加わることができた。部署、キャン
パスを超えた様々なメンバーとのディスカッションは非常に新鮮で、新たな視点に気付かされることが多い。これ
からも職員同士がともに学び、それを実践する場を持ち、大学運営に大きく貢献できる職員力を培っていきたい。

〔報告；南区キャンパス学生部次長　室井廣大〕

【令和５年度 職員勉強会（ミニSD研修）   実施内容】

第 1 回  5 月16日 『イントロダクション・グループワーク（理想の職員像について考える）』
第 2 回  5 月30日 『コミュニケーション技術の実践　～人に伝える～』
第 3 回  6 月27日 『広報資料作成①　～学部・学科の強みや特色をまとめよう～』
第 4 回  7 月11日 『広報資料作成②　～学部・学科の強みや特色をまとめよう～』
第 5 回  7 月25日 『広報資料作成③　～まとめた資料でプレゼンしよう～』
第 6 回  8 月 8 日 『ディベート準備①　『学校法人の合併か、否か』
第 7 回  8 月22日 『ディベート準備②　『学校法人の合併か、否か』
第 8 回  9 月15日 『ディベート実践　　『学校法人の合併か、否か』
第 9 回  9 月28日 『ディベート振り返り・後期内容の検討』
第10回 10月11日 『ブランドについて考える①』
第11回 11月15日 『ブランドについて考える②　ミッション・ビジョン・バリューについて①』
第12回 11月29日 『ミッション・ビジョン・バリューから自分たちのあるべき姿を考える』
第13回 12月13日 『アイデアの拡散から集約まで～ブレストの実践～』
第14回  1 月17日 『キャンパス統合案を考えてみよう①』
第15回  2 月 7 日 『リーダーシップについて考えよう　～サーバント・リーダーシップ～』
第16回  2 月21日 『ワールドカフェ　～大学職員像について話してみよう～』
第17回  3 月 6 日 『キャンパス統合案を考えてみよう②』

　※各回でテーマ自由の個人プレゼン（3分～5分）を実施
　※グループワークを多用したため、上記日程以外でも各グループ単位での資料作成やディスカッションを実施

チームワーク実習

ディベートの実践
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北九州市主催の『北九州ゆめみらいワーク2023』が12月7日、8日に開催され、今回も本学は全学科がブース参加しま
した。会場全体の来場者数は合計で9,158人に上り（昨年7,554人）、本学ブースにも多くの中学生・高校生が来場してく
れました。各学科ブースでは、学ぶ内容に即した体験企画が実施されており、参加者はそれぞれの企画に興味津々の様子
で、各分野への理解を深めていました。また、両日とも本学の学生スタッフが多数参加しており、参加者と企画を通して交
流を広げ、本学の魅力、実際のキャンパスライフ等の情報を伝えることができました。 〔報告；企画広報課〕

『北九州ゆめみらいワークとは』 （北九州市ホームぺージより）
早い段階から仕事や進学について考え、地元の魅力を知るイベントとして多くの地元企業や大学
等に出展いただき、職業体験や社会人との交流などを通じて、若者の職業観の醸成や地元企業・
大学等への理解促進、将来の地元就職につなげることを目指すイベントです。

サステナブルで健康的な食生活
の意義について学ぶことができる
体験型ブースとして、学生目線で
の持続可能な「食」や「環境」面で
の提案を行い、握力測定や糖度
測定も体験してもらいました。

理学療法士・作業療法士になる
ための学びや仕事を知り、体験で
きるように設定。骨の模型を使っ
たパズルや、患者さまを支援する
療法士体験をしてもらいました。

日頃食べている食品・
おやつ・飲み物について、
含まれる栄養素や働き、
成分について説明。
また、乳化の原理を学
び、ハンドクリーム作り
を行いました。

体験・交流型のワークショップで、製作活動、現役保育
学科生や教員との交流等を楽しんでいただきました。
製作した物はお持ち帰りができ、大変喜ばれました。

介護の世界を楽しもう！をテーマに、
血圧や脈拍の測定、車いすの介助、
缶バッチの作成等を行いました。

食物栄養学部

食物栄養学科

専攻科

保育学科

リハビリテーション学部

テーピング体験コーナー
ゲームリハビリコーナー
など
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大学院・九州栄養福祉大学
入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続完了日

第 1 回 令和6年9月24日（火）～9月28日（土） 10月5日（土） 10月18日（金） 11月2日（土）
第 2 回 令和7年1月8日（水）～1月18日（土） 2月1日（土） 2月19日（水） 2月28日（金）

編入学・九州栄養福祉大学
入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続完了日

第 1 回 令和6年9月24日（火）～9月28日（土） 10月5日（土） 10月18日（金） 11月2日（土）
第 2 回 令和6年12月2日（月）～12月7日（土） 12月14日（土） 12月23日（月） 1月18日（土）

専攻科・東筑紫短期大学
入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続完了日

第 1 回 （学内志願者のみ） 令和6年8月1日（木）～8月7日（水） 8月17日（土） 8月28日（水）

・書類手続きのみ
9月7日（土）

・前期学費納入期限
1月31日（金）

第 2 回 令和6年10月26日（土）～11月2日（土） 11月22日（金） 12月6日（金）

・書類手続きのみ
12月21日（土）

・前期学費納入期限
1月31日（金）

第 3 回 令和6年12月2日（月）～12月7日（土） 12月14日（土） 12月23日（月） 1月31日（金）
第 4 回 令和7年2月25日（火）～3月1日（土） 3月6日（木） 3月17日（月） 3月24日（月）

九州栄養福祉大学
入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続完了日

総合型選抜
（申込期間）

令和6年9月2日（月）～9月10日（火）
※出願  11月4日（月）～11月8日（金）

9月21日（土）
10月12日（土）

（合格内定結果通知日）
11月2日（土）

（合否通知）
11月11日（月）

11月30日（土）

学校推薦型選抜 （前期）
社会人選抜 （前期） 令和6年11月1日（金）～11月13日（水） 11月22日（金） 12月6日（金） 12月21日（土）

学校推薦型選抜 （後期）
社会人選抜 （後期） 令和6年12月2日（月）～12月7日（土） 12月14日（土） 12月23日（月） 1月18日（土）

一般選抜 （前期） 令和7年1月8日（水）～1月18日（土） 2月1日（土） 2月19日（水）

・入学手続き書類及び入学金
2月28日（金）

・前期学費納入期限
3月8日（土）

大学入学共通テスト利用選抜 （前期） 令和7年1月8日（水）～1月25日（土） 個別試験なし ※一般選抜（前期）と同じ ※一般選抜（前期）と同じ
一般選抜 （後期） 令和7年2月25日（火）～3月1日（土） 3月6日（木） 3月17日（月） 3月24日（月）
大学入学共通テスト利用選抜 （後期） 令和7年2月25日（火）～3月5日（水） 個別試験なし ※一般選抜（後期）と同じ ※一般選抜（後期）と同じ

東筑紫短期大学
入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続完了日

総合型選抜
（申込期間）

令和6年9月2日（月）～9月10日（火）
※出願  11月4日（月）～11月8日（金）

9月21日（土）
10月5日（土）

（合格内定結果通知日）
11月2日（土）

（合否通知）
11月11日（月）

11月30日（土）

特待生選抜 令和6年9月24日（火）～10月3日（木） 10月12日（土） 10月25日（金） 11月9日（土）
学校推薦型選抜 （前期） 令和6年11月1日（金）～11月13日（水） 11月22日（金） 12月6日（金） 12月21日（土）
学校推薦型選抜 （後期） 令和6年12月2日（月）～12月7日（土） 12月14日（土） 12月23日（月） 1月18日（土）

一般選抜 （前期）
社会人選抜 （前期） 令和7年1月8日（水）～1月18日（土） 2月1日（土） 2月19日（水）

・入学手続き書類及び入学金
2月28日（金）

・前期学費納入期限
3月8日（土）

大学入学共通テスト利用選抜 （前期） 令和7年1月8日（水）～1月25日（土） 個別試験なし ※一般選抜（前期）と同じ ※一般選抜（前期）と同じ
一般選抜 （後期）
社会人選抜 （後期） 令和7年2月25日（火）～3月1日（土） 3月6日（木） 3月17日（月） 3月24日（月）

大学入学共通テスト利用選抜 （後期） 令和7年2月25日（火）～3月5日（水） 個別試験なし ※一般選抜（後期）と同じ ※一般選抜（後期）と同じ

2025（令和7）年度 入試日程・オープンキャンパス

九州栄養福祉大学

食物栄養学部 リハビリテーション学部 保育学科・食物栄養学科

東筑紫短期大学

小倉北区キャンパス小倉北区キャンパス 小倉南区キャンパス

無料 小倉駅・下曽根駅から
送迎バス運行（予定）
小倉駅・下曽根駅から
送迎バス運行（予定）

7/13（土） 10 : 00～
8/4（日）    10 : 00～
8/25（日） 10 : 00～

7/13（土） 10 : 00～
8/3（土）    10 : 00～
8/24（土） 10 : 00～

7/13（土） 10 : 00～
8/3（土）    10 : 00～
8/24（土） 10 : 00～

オープンキャンパス2024
参加申し込みはホームページから

※受験の際は募集要項を必ずご確認ください。
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